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　早くコロナ禍が
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3月定例会は2月28日(火)開会の予定です
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提
案
さ
れ
た
議
案
「
権
利
の
放

棄
」
に
つ
い
て
及
び
、
一
般
会
計

補
正
予
算
案
第
９
号
の
う
ち
観
光

施
設
管
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
に
よ
る

利
用
者
の
減
少
や
、
燃
料
費
の
高

騰
等
に
よ
り
経
営
状
況
が
悪
化
し

て
い
る
「
須
坂
市
ふ
れ
あ
い
健
康

セ
ン
タ
ー
（
湯
っ
蔵
ん
ど
）」
の
指

定
管
理
者
が
継
続
し
て
経
営
を
行

う
こ
と
が
困
難
な
状
況
か
ら
、
施

設
維
持
協
力
金
及
び
均
等
割
納
付

金
の
過
年
度
分
を
債
権
放
棄
し
、

温
泉
利
用
分
の
減
収
分
に
対
し
て

支
援
す
る
も
の
。

経
済
建
設
委
員
会
・
分
科
会
で

は
委
託
事
業
の
収
支
や
再
建
計
画

に
つ
い
て
質
疑
が
あ
っ
た
。（
詳
細

は
Ｐ
３
･
４
参
照
）

最
終
日
の
本
会
議
で
は
、「
権
利

の
放
棄
」
に
つ
い
て
、
宮
本
泰
也

議
員
か
ら
原
案
に
対
す
る
反
対
討

論
が
行
わ
れ
た
が
、
原
案
賛
成
多

数
(賛
成
14
人
、
反
対
４
人
)で

可
決
し
た
。

ま
た
、
補
正
予
算
案
に
対
し
て

宮
本
泰
也
議
員
ほ
か
１
名
か
ら
、

「
①
現
在
の
指
定
管
理
者
に
よ
る
経

営
が
困
難
で
あ
れ
ば
、
一
旦
白
紙

に
戻
し
、
現
状
を
情
報
公
開
し
た

上
で
今
後
の
あ
り
方
を
再
検
討
す

べ
き
②
単
費
に
よ
る
補
助
金
３
２

２
３
万
８
千
円
の
支
出
は
、
今
後

も
毎
年
支
出
が
継
続
さ
れ
る
お
そ

れ
が
あ
る
③
特
定
事
業
者
へ
の
補

助
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
い
経
営

12
月
定
例
会
で
は
、
補
正
予
算
案
８
件
、
条
例
案
な
ど

32
件
に
つ
い
て
審
議
し
た
。
修
正
案
１
件
を
否
決
し
、
全

て
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
し
た
。
ま
た
、
請
願
１
件

を
採
択
し
、
意
見
書
２
件
を
可
決
し
た
。

湯
っ
蔵
ん
ど
の
指
定
管
理

者
「
蔵
の
さ
と
温
泉
共
同
企
業

体
日
本
レ
ク
シ
ー
㈱
」
の
経
営

悪
化
に
よ
る
施
設
維
持
協
力

金
・
納
付
金
１
１
１
４
万
４
千

円
の
債
権
放
棄
に
反
対
。

①
他
の
市
民
の
滞
納
は
、
厳

し
く
対
応
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
い
と
も
簡

単
に
債
権
放
棄
す
る
の
は
、

極
め
て
疑
問
。
債
権
放
棄

し
な
く
て
も
、
経
営
が
厳

し
い
な
ら
滞
納
に
な
り
、
同

じ
結
果
。
市
と
し
て
、
債

権
放
棄
せ
ず
に
権
利
を
持

つ
こ
と
が
重
要
。

②
指
定
管
理
者
制
度
の
根

幹
に
係
る
「
管
理
運
営
協

定
書
」
を
い
と
も
簡
単
に

変
更
す
る
こ
と
は
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。

討
論 

　
債
権
放
棄
に

つ
い
て

反
対

宮
本　

泰
也

｢湯っ蔵んど」を支援する｢湯っ蔵んど」を支援する
議案を可決議案を可決

３
千
万
円
余
の
支
援
金
を
削
る

３
千
万
円
余
の
支
援
金
を
削
る

修
正
案
を
否
決

修
正
案
を
否
決

● 

都
市
計
画
道
路
臥
竜
線
の
早
期
拡
幅

に
つ
い
て
の
請
願

請
願
者	

	

臥
竜
線
早
期
拡
幅
期
成

同
盟
会

	

会
長 

齊
藤
正
明

紹
介
議
員	

	

佐
藤
壽
三
郎

	
	

酒
井
和
裕

採
決
結
果	

採
択

● 
�

安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
実
現
の

た
め
人
員
増
と
処
遇
改
善
を
求
め
る

陳
情

陳
情
者	

	

長
野
県
医
療
労
働
組
合

連
合
会

	

執
行
委
員
長 

小
林
吟
子

採
決
結
果	

趣
旨
了
承（
福
祉
環
境	

	

委
員
会
）と
し
、同
意
見	

	

書
を
本
会
議
で
可
決

●　

�

民
主
主
義
・
立
憲
主
義
の
基
盤
で
あ

る
思
想
・
良
心
の
自
由
、
請
願
権
等

を
守
る
た
め
の
陳
情

陳
情
者	

	

衣
川
弘
明　

ほ
か
１
名

採
決
結
果	

聞
置（
議
会
運
営
委
員
会
）

《
議
員
提
出
》

●　

�

厚
生
年
金
へ
の
地
方
議
会
議
員
の
任

意
加
入
を
求
め
る
意
見
書

採
決
結
果	

可
決

★�

可
決
と
な
っ
た
意
見
書
は
国
会
や
関
係

機
関
へ
提
出
し
ま
し
た
。

請
願
・
陳
情

請
願
・
陳
情				

・
意
見
書

・
意
見
書

を
強
い
ら
れ
て
い
る
他
の
市

内
事
業
者
の
理
解
が
得
ら
れ

な
い
」
と
の
理
由
か
ら
修
正

案
が
提
出
さ
れ
た
。
採
決
の

結
果
、
修
正
案
は
賛
成
少
数

（
賛
成
４
人
、
反
対
14
人
）
で

否
決
さ
れ
、
原
案
を
賛
成
多

数
で
可
決
し
た
。

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

議
決
結
果

一
般
質
問

議
案
審
議
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権
利
の
放
棄
に
つ
い
て

Ｑ
 
現
時
点
で
債
権
放
棄

す
る
理
由
は
。

Ａ
 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
等
の
影
響
で
支

払
い
の
目
途
が
立
た
な
い

た
め
で
あ
る
。

Ｑ
 
今
年
度
以
降
も
放
棄

す
る
の
か
。

Ａ
 
市
の
方
針
と
し
て
は
、

今
後
も
徴
収
し
な
い
考
え

で
あ
る
。

Ｑ
 
基
本
協
定
書
等
に
基

づ
き
、
不
測
の
事
態
の
た

め
、
放
棄
し
た
い
と
い
う

こ
と
な
の
に
、
今
後
も
徴

収
し
な
い
と
す
る
の
は
い

か
が
な
も
の
か
。

Ａ 

23
年
度
以
降
は
、
そ

の
都
度
、
そ
の
時
の
経
営

状
況
を
見
て
判
断
し
た
い
。

討
論

（
反
対
）
債
権
放
棄
し
て
も

立
ち
直
る
か
不
安
で
あ
る
。

支
払
え
な
い
の
な
ら
、
そ

の
ま
ま
の
状
態
で
も
問
題

な
く
、
放
棄
す
る
こ
と
ま

で
必
要
な
い
。

（
賛
成
）
湯
っ
蔵
ん
ど
の
営

業
を
継
続
し
て
も
ら
う
た

め
、
今
回
に
限
り
認
め
る
。

《
賛
成
多
数
で
可
決
》

市
情
報
技
術
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
の
指
定

Ｑ
 
委
託
料
は
３
年
間
で

い
く
ら
か
。
ま
た
、
費
用

対
効
果
は
。

Ａ
 
こ
れ
ま
で
の
３
年
間

は
、
年
間
１
２
５
０
万
円

で
あ
り
、
毎
月
５
０
０
人

以
上
の
利
用
が
あ
る
。
市

民
満
足
度
は
高
い
と
認
識

し
て
い
る
。

Ｑ
 
今
後
の
事
業
展
開
は
。

Ａ
 
子
ど
も
向
け
科
学
ク

ラ
ブ
等
、
市
民
の
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
内
容
で
実
施
し

た
い
。《

全
会
一
致
で
可
決
》

経済建設
「
湯
っ
蔵
ん
ど
」
の
債
権

放
棄
の
賛
否

	

委
員
長

	

水
越
正
和

	

副
委
員
長

	

牧	

重
信

	

委
員

	

荒
井	

敏

	

竹
内	

勉

	

中
島
義
浩

	

霜
田	

剛

須坂市立博物館を現地調査

Ｑ
 
議
会
に
陳
情
し
た
理

由
は
。

Ａ
 
安
全
・
安
心
の
医
療
・

介
護
の
実
現
の
た
め
に
、

医
師
や
看
護
師
、
介
護
職

員
や
保
健
師
な
ど
の
人
員

増
と
、
看
護
師
の
賃
金
収

入
な
ど
、
ケ
ア
労
働
者
の

処
遇
改
善
な
ど
を
国
に
対

し
て
要
望
す
る
た
め
。

《
全
会
一
致
で
可
決
》

村
石
母
子
、
父
子
家
庭
特

別
奨
学
金
給
付
基
金
条
例

の
改
正

Ｑ
 
奨
学
金
は
貸
付
型
か
。

Ａ
 
現
在
は
給
付
型
の
奨

学
金
と
な
っ
て
い
る
。

《
全
会
一
致
で
可
決
》

福
祉
医
療
費
給
付
金
条
例

の
改
正

Ｑ
 
給
付
金
の
対
象
年
齢

を
引
き
上
げ
る
要
因
は
。

Ａ
 
昨
年
４
月
か
ら
県
が

通
院
分
の
県
の
補
助
対
象

者
を
小
学
校
３
年
生
ま
で

拡
大
し
た
こ
と
か
ら
、
市

の
入
通
院
の
医
療
費
給
付

金
を
18
歳
ま
で
引
き
上
げ

る
も
の
。

《
全
会
一
致
で
可
決
》

市
立
博
物
館
条
例
の
改
正

Ｑ
 
昨
年
、
笠
鉾
会
館
は

無
料
施
設
の
ま
ま
に
す
る

べ
き
と
い
う
議
論
が
あ
っ

た
が
、
有
料
化
さ
れ
た
。

そ
の
後
１
年
程
で
結
局
、

一
部
を
無
料
化
す
る
と
は
、

あ
ま
り
に
も
拙
速
で
は
な

い
か
。

Ａ
 
博
物
館
が
有
料
か
無

料
か
は
、
十
分
検
討
し
最

終
的
に
有
料
施
設
と
し
た
。

そ
の
後
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
や
住
民
の
要
望
な
ど
、

総
合
的
に
判
断
し
、
一
部

を
無
料
化
す
る
も
の
。

《
全
会
一
致
で
可
決
》

福祉環境
安
全･

安
心
の
医
療･

介
護
の
た
め
の
人
員
増

と
処
遇
改
善
を
求
め
る

陳
情

	

委
員
長

	

久
保
田
克
彦

	

副
委
員
長

	

荒
井
一
彦

	

委
員

	

宮
本
泰
也

	

岡
田
宗
之

	

酒
井
和
裕

	

佐
藤
壽
三
郎

Ｑ
 
「
本
市
近
隣
に
居
住

し
、
消
防
団
活
動
を
継
続

し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る

と
認
め
る
者
」
と
あ
る
が
、

近
隣
市
町
村
か
ら
苦
情
が

出
る
心
配
は
な
い
の
か
。

Ａ
 
全
国
の
市
町
村
が
同

じ
課
題
を
抱
え
て
お
り
、

同
様
の
規
定
を
設
け
て
い

る
市
町
村
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
理
解
し
て
も
ら
え
る

と
考
え
て
い
る
。

《
全
会
一
致
で
可
決
》

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
法
律
施
行
条
例
の
制
定

Ｑ
 
新
条
例
が
施
行
さ
れ

た
場
合
、
市
民
に
対
す
る

メ
リ
ッ
ト
あ
る
い
は
デ
メ

リ
ッ
ト
は
あ
る
の
か
。

Ａ
 
新
条
例
に
お
け
る
個

人
情
報
保
護
の
水
準
は
、

新
法
の
許
容
範
囲
で
現
行

条
例
と
同
じ
水
準
を
維
持

し
て
い
る
。

《
全
会
一
致
で
可
決
》

市
職
員
の
定
年
等
に
関
す

る
条
例
の
改
正

Ｑ
 
役
職
定
年
の
管
理
職

は
原
則
、
課
長
補
佐
等
の

職
へ
降
任
と
あ
る
が
、
人

事
配
置
の
基
本
的
な
方
針

は
。

Ａ
 
職
員
の
今
ま
で
の
経

験
や
能
力
、
仕
事
上
で
、
今
、

課
題
と
な
っ
て
い
る
事
項

等
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
、

適
切
な
人
事
配
置
が
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

《
全
会
一
致
で
可
決
》

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
改
正

Ｑ 

60
歳
超
え
の
職
員
の

給
料
を
７
割
水
準
に
し
た

理
由
は
。

Ａ
 
国
に
お
い
て
民
間
の

高
齢
期
雇
用
の
情
勢
を
加

味
し
、
60
歳
を
定
年
と
し

て
、
７
割
水
準
程
度
に
給

料
が
下
が
っ
て
い
る
こ
と

に
鑑
み
た
も
の
。

《
全
会
一
致
で
可
決
》

総務文教
消
防
団
の
定
員
、任
免
、

給
与
等
に
関
す
る
条
例

改
正

	

委
員
長

	

古
家
敏
男

	

副
委
員
長

	

宮
坂
成
一

	

委
員

	

堀
内
章
一

	

西
澤
え
み
子

	

浅
井
洋
子

	

石
合	

敬
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｢湯っ蔵んど｣ を現地調査

補
正
予
算
審
査

2 0 2 2
年 度

2023 年 ( 令和 5 年 ) 1 月 1 日　第 172 号 4

｢

湯
っ
蔵
ん
ど｣

へ
の
支

援
金 

３
２
２
３
万
８
千
円

Ｑ
 
委
託
事
業
が
赤
字
で

も
、
自
主
事
業
を
含
め
て

黒
字
で
あ
れ
ば
継
続
可
能

と
の
こ
と
だ
が
、
全
体
的

な
収
支
の
状
況
は
。

Ａ
 
委
託
事
業
は
、
２
０

１
７
年
度
か
ら
赤
字
が
続

い
て
い
る
。
宴
会
等
で
黒

字
に
な
っ
て
い
た
こ
と
も

あ
る
が
、
現
在
は
、
自
主

事
業
も
赤
字
で
あ
る
。

Ｑ
 
今
回
の
支
援
金
で
、

現
指
定
管
理
者
は
撤
退
せ

ず
、
今
後
改
善
す
る
方
向

な
の
か
。

Ａ
 
多
額
の
支
援
金
を
支

出
す
る
以
上
、
ま
ず
は
、

１
年
間
、
現
指
定
管
理
者

に
経
営
改
善
に
向
け
取
り

組
ん
で
も
ら
い
、
市
と
し

て
も
経
営
状
況
を
見
て
判

断
し
た
い
。

Ｑ
 
市
民
の
意
見
を
集
約

し
、
市
の
考
え
も
反
映
さ

せ
、
来
年
、
再
来
年
に
方

向
性
を
出
す
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

Ａ
 
来
年
度
早
々
に
、
市

民
の
方
々
に
現
状
を
説
明

す
る
機
会
を
設
け
、
意
見

を
伺
い
、
方
向
性
を
判
断

し
た
い
。

博
物
館
管
理
運
営
事
業

 

△
４
５
２
万
５
千
円

Ｑ
 
博
物
館
に
展
示
ケ
ー

ス
が
入
ら
な
い
た
め
、
入

口
の
ド
ア
を
改
修
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
昨
年
度
、

大
規
模
改
修
を
し
た
際
に

予
見
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

Ａ
 
当
初
は
、
部
品
で
納

入
し
、
現
地
で
組
み
立
て

る
こ
と
を
想
定
し
た
が
、

完
成
品
の
展
示
ケ
ー
ス
を

展
示
室
に
搬
入
し
た
方
が

搬
入
経
費
が
安
い
た
め
改

修
す
る
。

水
道
事
業
会
計

Ｑ
 
動
力
費
増
額
の
理
由

は
。

Ａ
 
各
水
源
の
ポ
ン
プ
は
、

取
水
の
た
め
、
24
時
間
可

稼
働
し
て
お
り
、
昨
今
の

電
気
料
高
騰
に
よ
る
も
の
。

Ｑ
 
法
定
福
利
費
減
額
の

理
由
は
。

Ａ
 
正
規
職
員
２
名
が
定

年
退
職
し
、
会
計
年
度
任

用
職
員
（
フ
ル
タ
イ
ム
）

が
１
名
配
置
さ
れ
た
こ
と

に
伴
う
も
の
。

施
設
管
理
・
水
道

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

 

11
万
９
千
円

Ｑ
 
重
度
心
身
障
害
児

（
者
）
等
タ
ク
シ
ー
利
用

料
給
付
費
の
増
額
分
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
た
め
と
の
こ

と
だ
が
、
そ
の
内
訳
は
。

Ａ
 
給
付
枚
数
は
、
タ
ク

シ
ー
の
中
型
車
が
65
人
分

の
往
復
分
で
１
３
０
枚
、

寝
台
車
が
５
人
分
の
往
復

分
で
10
枚
。

高
齢
者
在
宅
福
祉
事
業

 

18
万
円

Ｑ
 
重
度
要
介
護
者
等
タ

ク
シ
ー
利
用
料
給
付
費
の

増
加
内
訳
及
び
対
象
者
は
。

Ａ
 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
た
め

の
タ
ク
シ
ー
利
用
券
、
３

０
０
人
分
の
往
復
分
で
利

用
率
30
％
を
見
込
み
、
１

８
０
枚
。
対
象
者
は
原
則

要
介
護
３
以
上
の
在
宅
者
。

保
育
所
費
の
職
員
人
件
費

 

△
３
０
４
５
万
３
千
円

Ｑ
 
保
育
士
が
当
初
の
見

込
み
よ
り
３
名
減
だ
が
、

現
状
で
保
育
士
の
数
は
足

り
て
い
る
の
か
。

Ａ
 
実
際
に
入
園
し
て
い

る
児
童
を
保
育
す
る
た
め
、

必
要
な
パ
ー
ト
や
フ
ル
タ

イ
ム
の
会
計
年
度
任
用
職

員
を
年
度
途
中
で
採
用
し

て
い
る
。

福
祉
・
高
齢
者
・
保
育

消
防
団
運
営
事
業

 

１
２
６
万
９
千
円

Ｑ
 
消
防
団
の
ゴ
ー
グ

ル
購
入
に
つ
い
て
、
様
々

な
種
類
の
中
か
ら
こ
の
型

を
選
定
し
た
理
由
は
。
ま

た
、
今
回
の
購
入
で
全
団

員
に
あ
る
程
度
行
き
わ
た

る
の
か
。

Ａ
 
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染

防
止
対
策
を
図
る
た
め
、

国
の
交
付
金
を
活
用
し
整

備
す
る
が
、
感
染
防
止
対

策
以
外
で
も
、
防
災
ヘ
リ

と
の
連
携
活
動
時
の
防
じ

ん
対
策
、
消
火
活
動
時
の

火
の
粉
対
策
等
も
加
味
し
、

機
密
性
の
高
い
も
の
を
選

定
し
た
。
ま
た
、
今
回
の

購
入
は
全
員
分
で
は
な
い

が
、
初
動
体
制
は
整
う
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
事
業

 

７
億
円

Ｑ
 
現
時
点
の
調
定
額
で

前
年
度
対
比
７
億
円
増
だ

が
、
増
加
要
因
は
。
ま
た
、

寄
附
者
に
占
め
る
リ
ピ
ー

タ
ー
の
割
合
は
。

Ａ
 
美
味
し
い
果
物
を
お

届
け
で
き
て
い
る
と
と
も

に
、
ネ
ッ
ト
上
で
果
物
の

コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た

り
、
返
礼
品
に
資
料
を
同

梱
す
る
な
ど
し
て
、
徐
々

に
須
坂
の
フ
ァ
ン
が
増
え

て
き
た
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
割

合
は
２
０
１
８
年
が
１
・

６
％
で
、
22
年
が
20
・
７

％
と
な
っ
て
い
る
。

消
防
・
寄
附
金

議
案
審
議

議
決
結
果

一
般
質
問

委
員
会

分
科
会



■■■■■■ 12月定例会の議決結果 ■■■■■■

賛否が分かれた案件

会 派
議 員 名

議決
結果

新風共創会 輝奏会 共産 無所属ク 自民・公明クラブ 貴和会 シュ
プ

宮
本
泰
也

荒
井 

敏

西
澤
え
み
子

中
島
義
浩

浅
井
洋
子

岡
田
宗
之

竹
内 

勉

久
保
田
克
彦

佐
藤
壽
三
郎

宮
坂
成
一

塩
﨑
貞
夫

堀
内
章
一

牧 

重
信

荒
井
一
彦

古
家
敏
男

霜
田 
剛

水
越
正
和

酒
井
和
裕

石
合
　
敬

議案第６４号 権利の放棄
（賛成 14：反対４）

原案
可決 ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

議案第９１号
2022 年
度一般会
計補正予
算第９号

ふれあい健康センター支援
金に関する減額の修正案

（Δ 3,223 万 8 千円）
( 賛成４：反対 14）

否決 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● - ● ● ● ● ● ● ● ○

原案
( 賛成 14：反対 4） 可決 ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

意見書第 5 号
安全・安心の医療・介護実現のため
人員増と処遇改善を求める意見書

（賛成 17：反対１）
原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

	☆ ○は賛成 ●は反対 △は退席   ☆ 議長 塩﨑貞夫 は可否同数以外は採決に加わらない
	☆ 会派名の略称：共産→日本共産党 シュプ→シュプリンゲン

議案等名

全会一致による可決案件
番  号 件        名

承認第 4 号 専決処分の承認（2022年度一般会計補正予算第７号）
3億 5,952万 9千円

議案第６３号
除雪ドーザ（14 ｔ級）の取得
金額：2,052万円
相手方：㈱前田製作所長野営業所

議案第６５号
須坂市技術情報センターの指定管理者の指定
( 特非 )信州ＳＯＨＯ支援協議会
期間：令和５年４月１日から令和８年３月31日まで

議案第６６号 市道の認定
市道４路線を認定

議案第６７号 市道の変更
市道１路線の区域等を変更

議案第６８号
市職員の降給に関する条例の制定
地方公務員の定年も60歳から65歳まで段階的に引き上げ
られることを踏まえ、職員の役職定年による降給などに関し
必要な事項を定める

議案第６９号
市職員の高齢者部分休業に関する条例の制定
職員の定年引上げに伴い勤続年数が長くなることから、職員
の高齢者部分休業に関し必要な事項を定める

議案第７０号
個人情報の保護に関する法律施行条例の制定
須坂市情報公開・個人情報保護審査会を設置することについ
て必要な事項を定める

議案第７１号
情報公開・個人情報保護審査会条例の制定
須坂市情報公開・個人情報保護審査会を設置することについ
て必要な事項を定める

議案第７２号
市議会議員及び市長の選挙における選挙運動用ポス
ターの作成の公営に関する条例の一部改正
選挙運動用ポスターの作成の公営に要する経費の限度額を改める

議案第７３号
市議会議員及び市長の選挙における選挙運動用自動
車の使用の公営に関する条例の一部改正
選挙運動用自動車の使用の公営に要する経費の限度額を改める

議案第７４号
市議会議員及び市長の選挙における選挙運動用ビ
ラの作成の公費負担に関する条例の一部改正
選挙運動用ビラの作成の公営に要する経費の限度額を改める

議案第７５号 須坂市職員定数条例の一部改正
職員の定数について改める

議案第７６号
須坂市職員の定年等に関する条例の一部改正
定年年齢を65歳に改める。60歳に達した職員を引き続き管理監
督職員とした場合の上限年齢、任用期間に関する規定を加える等

議案第７７号 市職員の懲戒の手続及び効果に関する条例等の一部改正
減給の取扱いの明文化及び引用する条項等を改める

議案第７８号 市職員の懲戒の手続及び効果に関する条例等の一部改正
減給の取扱いの明文化及び引用する条項等を改める

議案第７９号 市職員の退職手当に関する条例等の一部改正
退職手当の算定等について改める

議案第８０号 村石母子、父子家庭特別奨学金給付基金条例の一部改正
他の奨学金等から同種の資金を受けていないこととする規定を削る

議案第８１号
市立博物館条例の一部改正
博物館内のガイダンスルームと須坂市笠鉾会館ドリームホール
１階の観覧料を無料とする等

議案第８２号 福祉医療費給付金条例の一部改正
支給対象者について、乳幼児等の支給対象年齢を18 歳の年度末とする

番  号 件        名

議案第８３号 市営住宅等に関する条例の一部改正
入居の手続要件について、連帯保証人に関する規定を削る

議案第８４号 コミュニティ住宅条例の一部改正
入居の手続要件、連帯保証人に関する規定を削る

議案第８５号
企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一
部改正
職員が高齢者部分休業等を取得した場合における給与の減額
規定を改める

議案第８６号 防災会議条例の一部改正
防災会議の委員、定数を改める

議案第８７号 国民保護協議会条例の一部改正
国民保護協議会の委員の定数を改める

議案第８８号
消防団の定員、任免、給与、服務等に関する条例
の一部改正
消防団員の任命資格等について改める

議案第８９号 市職員の再任用に関する条例を廃止する条例
再任用職員の廃止に伴い条例を廃止する

議案第９０号
2022 年度一般会計補正予算第８号
2 億 428 万 4 千円

（豊丘財産区議会議員欠員による、補欠選挙執行に必要な経費、
須坂市独自の生活者支援及び事業者支援に関する経費）

議案第９２号
2022 年度国民健康保険特別会計補正予算第２号
1 億 8,777 万 2 千円

（前年度の保険給付費等交付金の確定による償還金の増額等）

議案第９３号
2022 年度介護保険特別会計補正予算第２号
△ 389 万 7 千円

（会計年度任用職員報酬の精査等）

議案第９４号
2022 年度後期高齢者医療特別会計補正予算第２号
24 万 8 千円

（会計年度任用職員報酬の精査等）

議案第９５号
2022 年度水道事業会計補正予算第１号
収益的支出	 2,292 万 5 千円
資本的支出	 32 万 4 千円

（職員人件費の精査、電気料金の高騰に伴う電気料の増額）

議案第９６号
2022 年度下水道事業会計補正予算第１号
収益的支出	 160 万円

（電気料金の高騰に伴う電気料の増額）

議案第９７号
一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正
県人勧に基づき、職員の勤勉手当、期末手当の支給割合及び
給料表等を改める

議案第９８号
2022 年度一般会計補正予算第 10 号
2,487 万円
( 県人勧に基づく給与改定に伴い、一般職員等の給与等を増額 )

請願第４号 都市計画道路 臥竜線の早期拡幅についての請願

議案第２号
須坂市議会委員会条例の一部改正
やむを得ない事由により参集が困難な委員から求めがある場合は、
オンラインによる方法で委員会を開くことができるよう改正

議案第３号 須坂市議会会議規則の一部改正
市議会委員会条例の一部改正に伴う改正

議案第４号 須坂市議会の個人情報の保護に関する条例の制定
市議会における個人情報の取扱いに関し必要な事項を定める等

意見書第６号 厚生年金への地方議会議員の任意加入を求める意見書

（件名は一部省略しています）

第 172 号　2023 年 ( 令和 5 年 ) 1 月 1 日5
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2023 年 ( 令和 5 年 ) 1 月 1 日　第 172 号 6
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

一 般 質 問 項 目

佐藤壽三郎 
 ● 須坂市民に対する医療・福祉施
策

 ● 今学校でなにが起きているのか
 ● 須坂の市民をどう護るか
 ● 新品種を開発した育成者の権利
を如何に守るか

水越　正和 
 ● 須坂市動物園の課題と今後の展
望

 ● 学校教育の課題と今後の展望
中島　義浩 

 ● 教育行政
 ● 伝統文化・芸能
 ● 千曲川北信５市町かわまちづく
り計画

酒井　和裕 
 ● ２０３０年への展望～未来に起
こりうる変化と目指すシナリオ

 ● 今後の新型コロナウイルス感染
の対策・対応

浅井　洋子 
 ● 住み慣れた地域で安心して健康
に暮らせるまちづくり

 ● 未来を託す子どもたちの教育
 ● 幸せな未来と希望がもてるまち
づくり

岡田　宗之 
 ● 子育てがしやすいまちに

石合　敬 
 ● 市長による迷惑なトップダウン
事業の結果

 ● ものづくり須坂の現状及び未来

堀内　章一 
 ● 閣議決定した総合経済対策
 ● 教育行政
 ● 福祉行政

古家　敏男 
 ● 小中高校のいじめ認知件数・不
登校の増加

 ● 重要伝統的建造物群保存地区の
選定

 ● 市職員の副業許可基準の明確化

宮本　泰也 
 ● 子どもたちのための政策
 ● 須坂温泉と湯っ蔵んどのあり方
 ● 人権同和政策課と男女共同参画
課との統合

宮坂　成一 
 ● 庁舎の段差
 ● 市職員の優しさ

竹内　勉 
 ● コロナ第８波 感染拡大抑え込
みと収入激減の市民と事業者へ
の支援

 ● 蔵のさと温泉共同企業体（湯っ
蔵んど）に対する支援は妥当か

 ● 奨学金返還の支援拡充を

荒井　一彦 
 ● 湯っ蔵んどの在り方
 ● マイナンバーカード

荒井　敏
 ● ふるさと納税
 ● 教育問題
 ● インター周辺開発

久保田克彦 
 ●「デジタル改革」と自治体の個
人情報保護

 ● 子育て家庭と子どもに対する支
援を

霜田　剛
 ● 暮らしを豊かにする町づくり
 ● 観光協会
 ● 長野県観光機構に掲載された米
子大瀑布モニターツアートレッ
キング

西澤えみ子
 ● 活力と賑わいのある自立したま
ち

 ● みんなで支えあい健やかに暮ら
せるまち

代表質問

市
政
を
問
う

市
政
を
問
う

市
政
を
問
う

市
政
を
問
う

ズ
バ
リ
！

ズ
バ
リ
！

ズ
バ
リ
！

ズ
バ
リ
！

一般質問本
定
例
会
で
の
一
般
質
問

本
定
例
会
で
の
一
般
質
問

は
、
は
、
1111
月月
2929
日
か
ら

日
か
ら
1212
月月

２
日
ま
で
の
４
日
間
行
わ

２
日
ま
で
の
４
日
間
行
わ

れ
、
れ
、
1717
人
の
議
員
が
質
問

人
の
議
員
が
質
問

し
ま
し
た
。
掲
載
は
質
問

し
ま
し
た
。
掲
載
は
質
問

順
と
し
て
い
ま
す
。

順
と
し
て
い
ま
す
。

議
案
審
議

分
科
会

議
決
結
果

委
員
会

一
般
質
問

議
案
審
議



須坂産・ナガノパープル
（農林課提供）

一般質問一般質問

第 172 号　2023 年 ( 令和 5 年 ) 1 月 1 日7
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

市町村別感染者数の発表を

元に戻すことは考えていない

議員活動二十四年間も、
一炊の夢の如し。
あれもこれも夢の裡

医
療
・
福
祉
施
設
等
に
つ

い
て

問
 
が
ん
患
者
の
ア
ピ
ア

ラ
ン
ス
ケ
ア
の
助
成
に
つ

い
て
。

健
康
福
祉
部
長
 
ア
ピ

ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
は
、
人
と

社
会
を
つ
な
ぐ
支
援
と
考

え
て
い
る
。
今
後
、
県
内

の
動
向
を
注
視
し
、
助
成

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問
 
信
州
大
学
医
学
部
附

属
病
院
は
、「
包
括
的
て

ん
か
ん
専
門
医
療
施
設
」

に
県
内
で
初
め
て
認
定
さ

れ
た
。
市
内
の
て
ん
か
ん

患
者
に
対
す
る
治
療
助
成

に
つ
い
て
。

健
康
福
祉
部
長
 
市
民

か
ら
受
診
や
治
療
に
つ
い

て
の
相
談
が
あ
っ
た
時
に

は
、
必
要
な
治
療
を
選
択

で
き
る
よ
う
、
適
切
な
情

報
を
提
供
し
、
安
心
し
て

医
療
を
受
け
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
福
祉
課
で
支
援

し
て
い
く
。

問
 
全
国
的
に
、
第
三
セ

ク
タ
ー
等
の
公
共
福
祉
施

設
は
減
少
傾
向
だ
が
、
当

市
で
の
市
民
の
健
康
と
福

祉
増
進
を
図
る
福
祉
施
策

は
、
短
絡
的
に
白
黒
を
着

け
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

現
下
の
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
様
々
な
困
難
に
立

ち
向
か
い
、
過
酷
な
潮
流

を
静
観
す
る
時
間
の
必
要

性
を
感
じ
る
が
い
か
が
か
。

市
長
 
各
自
治
体
の
第
三

セ
ク
タ
ー
等
の
動
向
を
注

視
し
、
各
施
設
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
維
持
存
続

の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

今
、
学
校
で
な
に
が
起
き

て
い
る
の
か

問
 
悪
質
な
い
じ
め
、
暴

力
行
為
、
校
舎
等
へ
の
器

物
損
壊
行
為
は
、
司
法
的

解
決
を
含
め
て
、
毅
然
と

し
た
対
処
を
す
る
こ
と
が
、

被
害
者
、加
害
者
の
児
童・

生
徒
の
将
来
の
た
め
に
も

な
る
と
思
料
す
る
が
い
か

が
か
。

教
育
長
 
い
じ
め
が
重
篤

化
し
そ
う
な
場
合
に
は
、

市
長
に
報
告
す
る
と
と
も

に
、
弁
護
士
や
医
師
等
か

ら
な
る
「
須
坂
市
学
校
問

題
解
決
支
援
チ
ー
ム
会

議
」
を
招
集
し
、
意
見
を

聞
く
。
重
大
事
態
と
し
て

対
処
し
、
改
善
さ
れ
な

か
っ
た
場
合
は
、
保
護
者

と
相
談
し
、
警
察
の
ス

ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度

に
よ
る
指
導
を
し
て
も
ら

う
こ
と
も
あ
る
。

須
坂
産
・
ナ
ガ
ノ
パ
ー
プ

ル
を
守
れ

問
 
あ
り
ふ
れ
た
ぶ
ど
う

に
な
る
こ
と
を
防
止
す
る

た
め
に
も
、
市
を
挙
げ
て

「
須
坂
産
・
ナ
ガ
ノ
パ
ー

プ
ル
」
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド

化
し
、
品
質
を
守
り
抜
く

こ
と
が
、
市
財
政
、
ぶ
ど

う
生
産
者
の
た
め
に
な
る

と
思
う
が
い
か
が
か
。

市
長
 
ふ
る
さ
と
納
税
の

事
業
者
説
明
会
等
で
情
報

を
共
有
し
、
苦
情
等
が
多

い
生
産
者
に
対
す
る
指
導

等
を
行
う
。

佐藤 壽三郎 議員

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

一
般
質
問

議
決
結
果

一
般
質
問

議
案
審
議

委
員
会



動物園内のＳＬ

一般質問一般質問

2023 年 ( 令和 5 年 ) 1 月 1 日　第 172 号 8
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

児童のためにも小学校に
おける規模の適正化に
早期結論を

Ｓ
Ｌ
は
南
園
へ
移
動
を

管
理
は
し
っ
か
り
行
う

水越 正和 議員

問
 
動
物
園
に
あ
る
Ｓ
Ｌ

は
日
陰
の
北
傾
斜
地
で
、

更
に
落
葉
樹
の
隣
だ
。
腐

食
す
る
要
素
が
山
盛
り
だ
。

予
算
が
あ
れ
ば
南
園
に
移

動
す
べ
き
だ
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

相
当
の
金
額
が
掛
か
り
そ

う
で
移
動
は
で
き
な
い

が
、
落
ち
葉
の
撤
去
等
管

理
を
し
っ
か
り
と
や
る
。

問
 
全
面
的
な
塗
装
を
す

べ
き
時
で
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

今
後
、
予
算
を
と
っ
て
塗

装
を
し
て
い
き
た
い
。

問
 
動
物
園
は
ど
の
よ
う

な
コ
ン
セ
プ
ト
で
事
業
継

続
を
し
て
い
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

手
作
り
で
誰
か
ら
も
愛
さ

れ
る
動
物
園
と
し
て
「
ふ

れ
あ
い
、
い
や
さ
れ
、
親

し
ま
れ
、
学
び
あ
う
動
物

園
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し

て
い
る
。

問
 
先
月
、
飼
育
員
が
不

注
意
な
行
動
で
熊
に
噛
ま

れ
る
と
い
う
事
故
が
あ
っ

た
が
、
仕
事
の
内
容
が
き

つ
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
の

か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

基
本
的
に
は
餌
や
り
や
排

泄
物
の
清
掃
等
、
飼
育

環
境
を
整
え
る
仕
事
が
主

で
、
展
示
方
法
の
工
夫
、

動
物
ガ
イ
ド
、
園
内
の
イ

ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
等

も
行
う
。

問
 
動
物
の
健
康
管
理
は

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る

の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

獣
医
師
１
名
と
飼
育
員

11
名
が
連
携
し
、
動
物
の

日
々
の
健
康
状
態
を
確
認

し
て
い
る
。

問
 
獣
医
師
の
雇
用
形
態

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

会
計
年
度
任
用
職
員
だ
。

問
 
園
に
と
っ
て
重
要
な

職
種
な
の
で
正
規
職
員
と

し
て
雇
用
す
べ
き
だ
。

副
市
長
 
県
内
の
同
規
模

の
施
設
を
調
査
し
た
が
、

ほ
と
ん
ど
の
施
設
で
未
雇

用
だ
っ
た
。
須
坂
は
ま
だ

恵
ま
れ
て
い
る
。

問
 
空
き
獣
舎
が
目
立
つ

が
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

巣
立
ち
間
近
な
猛
き
ん
類

の
引
越
し
先
と
し
て
活
用

予
定
だ
。

問
 
看
護
学
校
横
の
臨
時

駐
車
場
と
し
て
使
っ
て
い

る
場
所
ま
で
園
地
を
拡
張

し
、
さ
ら
に
植
物
園
的
な

要
素
を
取
り
入
れ
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
は
ど
う

か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

看
護
学
校
横
の
駐
車
場
は

イ
ベ
ン
ト
時
に
必
要
な
た

め
、
当
面
は
無
理
だ
。
ま

た
、
園
地
を
広
げ
る
と

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
増

加
し
て
し
ま
う
た
め
、
現

在
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
園
地

で
営
業
を
続
け
て
い
き
た

い
。

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

議
決
結
果

一
般
質
問

議
案
審
議

分
科
会

一
般
質
問

委
員
会



須坂市のボート発着場のイメージ図

一般質問

第 172 号　2023 年 ( 令和 5 年 ) 1 月 1 日9
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

千曲川で須坂〜飯山へ
ラフティングで川下り
ライフジャケットを
忘れずに安全対策！

問
 
「
不
登
校
・
い
じ
め

の
要
因
」
を
ど
の
よ
う
に

認
識
し
て
い
る
の
か
。

教
育
長
 
何
に
対
し
て
も

好
奇
心
や
興
味
・
関
心
が

持
て
ず
、
問
い
か
け
に
も

は
っ
き
り
と
答
え
る
こ
と

も
な
い
。

問
 
学
校
で
の
人
間
関
係

や
教
職
員
と
の
関
係
を
め

ぐ
る
関
係
と
は
。

教
育
長
 
文
字
通
り
人
間

関
係
の
問
題
と
し
て
は
、

友
達
と
ど
う
接
し
て
よ
い

か
分
か
ら
な
い
と
い
う
人

間
関
係
ス
キ
ル
の
要
因
が

あ
る
。
教
職
員
と
の
関
係

で
は
、
先
生
か
ら
叱
ら
れ

て
嫌
い
に
な
っ
た
と
か
、

先
生
か
ら
叱
ら
れ
て
い
る

の
を
見
て
、
怖
く
て
教
室

に
入
れ
な
い
な
ど
の
事
案

が
あ
る
。

問
 
い
じ
め
の
認
知
件
数

の
増
加
の
要
因
は
。

教
育
長
 
ご
く
初
期
段
階

の
「
い
じ
め
」
を
積
極
的

に
認
知
す
る
よ
う
、
校
長

会
や
教
頭
会
を
通
し
て
お

願
い
し
た
こ
と
が
増
加
し

た
要
因
と
考
え
る
。

問
 
ネ
ッ
ト
に
よ
る
「
い

じ
め
」
防
止
の
取
組
は
。

教
育
長
 
須
坂
市
中
学
校

生
徒
会
サ
ミ
ッ
ト
で
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
安
心
安
全
に
使
え
る
よ

う
、
午
後
10
時
以
降
の
ラ

イ
ン
な
ど
の
使
用
制
限
や

個
人
情
報
の
保
護
、
家
庭

内
の
ル
ー
ル
づ
く
り
、
誤

解
を
招
く
よ
う
な
会
話
や

書
き
込
み
を
し
な
い
よ
う
、

市
内
全
小
中
学
校
に
呼
び

か
け
未
然
防
止
の
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

問
 
発
達
障
が
い
が
増
え

て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

教
育
長
 
一
般
的
に
広
く

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

本
人
や
家
族
の
気
づ
き
や

診
療
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま

り
、
幼
児
期
の
健
診
等
、

早
期
か
ら
病
院
を
受
診
す

る
な
ど
保
護
者
の
認
知
度

が
広
が
っ
た
こ
と
も
一
因
。

問
 
支
援
体
制
は
。

教
育
長
 
乳
幼
児
健
康
診

査
や
す
こ
や
か
相
談
な
ど

で
早
期
発
見
や
親
子
教
室
、

心
理
相
談
な
ど
早
期
支
援

に
取
り
組
む
。

地
域
の
伝
統
文
化
・
芸
能

及
び
文
化
財
の
保
護

問
 
保
護
の
支
援
策
は
。

副
市
長
 
市
内
の
伝
統
的

な
祭
り
、
祭
典
行
為
、
伝

統
芸
能
に
つ
い
て
は
、
毎

年
各
町
区
長
、
伝
統
芸
能

保
存
団
体
に
調
査
票
を
送

り
、
確
認
し
て
い
る
。

問
 
地
域
で
保
存
し
て
い

る
面
な
ど
傷
ん
で
し
ま
う

も
の
も
あ
る
。
温
度
や
湿

度
を
管
理
し
、
公
開
と
保

管
を
兼
ね
た
場
所
を
設
け

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

副
市
長
 
獅
子
頭
や
お
面

に
つ
い
て
、
博
物
館
で
保

存
可
能
で
あ
れ
ば
保
管
も

可
能
で
あ
る
。
展
示
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

千
曲
川
北
信
５
市
町
か
わ

ま
ち
づ
く
り
計
画
は

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

５
市
町
の
千
曲
川
の
各
拠

点
に
ボ
ー
ト
発
着
の
親
水

護
岸
を
整
備
し
、
広
域
観

光
の
推
進
と
活
性
化
を
目

的
に
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の

事
業
を
進
め
て
い
く
。

不登校・いじめ・県教委調査

要因は「無気力・不安」な状況にある

中島 義浩 議員

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

一
般
質
問

議
決
結
果

一
般
質
問



新装した須坂市立博物館

一般質問

2023 年 ( 令和 5 年 ) 1 月 1 日　第 172 号 10
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

人口減少社会、新型コロ
ナウイルス等課題も山積
しているが、市民益につ
ながる施策実行を

問
 
自
治
体
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
向
上
と
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
の
策
定
で
ど
の
よ
う
な

将
来
像
を
目
指
し
て
い
く

の
か
。

市
長
 
第
６
次
須
坂
市
総

合
計
画
で
は
須
坂
市
の
目

指
す
姿
、
将
来
像
を
豊
か

さ
・
し
あ
わ
せ
を
感
じ
る

共
創
の
ま
ち
須
坂
と
し
て

い
る
が
、
将
来
像
実
現
の

た
め
職
員
も
知
恵
を
出
し

合
い
、
社
会
課
題
の
解
決

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま

た
行
政
だ
け
で
は
な
く
、

市
民
・
企
業
・
活
動
団
体

も
知
恵
を
出
し
て
い
た
だ

き
共
創
に
よ
る
地
方
創
生

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
 
第
5
次
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
の
施
策
に
お

い
て
満
足
度
と
重
要
度
の

数
値
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、

商
業
の
活
性
化
、
公
共
交

通
の
確
保
、
雇
用
機
会
の

充
実
と
産
業
人
材
の
育
成
、

土
地
の
有
効
利
用
の
推
進
、

新
産
業
創
出
・
企
業
誘
致

の
推
進
、
観
光
産
業
の
振

興
な
ど
の
重
要
度
が
高
い
。

第
６
次
総
合
計
画
の
中
で

満
足
度
を
上
げ
る
た
め
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
か
。

市
長
 
公
共
施
設
の
確
保

な
ど
長
期
的
な
検
討
を
要

す
る
も
の
や
高
額
な
財
政

負
担
を
伴
う
難
し
い
課
題

も
あ
る
が
、
ま
る
ご
と
博

物
館
構
想
を
核
と
し
た
ま

ち
の
元
気
創
出
事
業
や
恋

人
の
聖
地
広
域
連
携
事
業

は
満
足
度
を
向
上
さ
せ
る

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

イ
ン
タ
ー
周
辺
開
発
で
は

観
光
集
客
施
設
や
も
の
づ

く
り
用
地
の
整
備
に
よ
り
、

満
足
度
向
上
が
図
ら
れ
る

こ
と
に
期
待
し
て
い
る
。

問
 
２
０
２
３
年
へ
の

展
望
〜
目
指
す
シ
ナ
リ
オ

だ
が
、
夢
を
語
る
こ
と
は

悪
い
こ
と
で
は
な
い
。
達

成
に
近
づ
け
る
シ
ナ
リ
オ

と
不
可
能
で
あ
る
シ
ナ
リ

オ
が
あ
る
と
思
う
が
、
ど

の
よ
う
に
肉
付
け
し
夢
の

ま
ま
で
終
わ
ら
な
い
た
め

の
施
策
は
。

市
長
 
市
民
・
企
業
・
活

動
団
体
・
行
政
な
ど
の
行

動
で
現
実
的
に
す
る
た
め
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
指
針
、継
承・

進
化
・
学
び
と
行
動
を
定

め
、
シ
ナ
リ
オ
の
実
現
に

向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

問
 
長
野
県
に
お
い

て
感
染
拡
大
し
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
に

み
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
 
感

染
拡
大
が
進
ん
で
い

る
が
、
県
の
対
応
に

沿
っ
て
感
染
防
止
対

策
の
徹
底
や
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
今
以
上
に

呼
び
か
け
て
い
く
。

問
 
須
坂
市
の
感
染

状
況
は
把
握
し
て
い

る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
 
保

健
所
管
轄
で
住
所
の

発
表
が
な
く
、
市
の

感
染
者
数
は
把
握
で

き
な
い
。

問
 
感
染
拡
大
し
な

い
た
め
、
年
末
年
始

の
行
動
が
大
切
だ
が

周
知
は
。

健
康
福
祉
部
長
 
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
呼
び
か
け
と

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
須

坂
12
月
号
で
周
知
す
る
。

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る
将
来
像
は

豊
か
さ
・
し
あ
わ
せ
を
感
じ
る
共
創
の
ま
ち

酒井 和裕 議員
議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

議
決
結
果

一
般
質
問

議
案
審
議



ウクライナの子どもたちの絵

一般質問

第 172 号　2023 年 ( 令和 5 年 ) 1 月 1 日11
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

支援や介護が必要とさ
れることなく日常生活を
営むことこそ一番の理想。
介護予防が大事

問
 
部
活
動
の
実
施
に
必

要
な
規
模
や
指
導
体
制
を

持
続
的
に
整
え
て
い
く
た

め
に
は
、
複
数
の
中
学
校

を
含
む
一
定
規
模
の
地
域

単
位
で
、
そ
の
運
営
を
支

え
て
い
く
体
制
を
構
築
し

て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
と

思
う
が
。

教
育
長
 
来
年
度
、
庁
内

の
関
係
課
や
ス
ポ
ー
ツ
協

会
、
文
化
芸
術
協
会
、
学

校
の
関
係
者
を
構
成
員
に
、

持
続
可
能
な
体
制
の
構
築

に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

問
 
地
域
移
行
に
向
け
て

外
部
指
導
者
と
学
校
の
つ

な
が
り
を
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

教
育
長
 
ス
ポ
ー
ツ
や
文

化
芸
術
の
教
育
的
意
義
の

共
有
を
図
る
。

問
 
持
続
可
能
な
体
制
構

築
に
向
け
て
検
討
さ
れ
る

と
の
こ
と
だ
が
、
複
数
校

の
合
同
部
活
動
等
の
柔
軟

な
運
営
が
将
来
必
要
と
思

う
が
。

教
育
長
 
拠
点
校
づ
く
り

や
送
迎
の
交
通
な
ど
に
課

題
が
あ
る
。

地
域
資
源
を
活
用
し
た
生

活
支
援
状
況
は

問
 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
等
生
活
支
援
の

担
い
手
の
養
成
や
自
主
的

な
通
い
の
場
、
移
動
支
援

等
、
生
活
支
援
の
取
組
は
。

健
康
福
祉
部
長
 
歩
い

て
行
け
る
所
に
体
操
の
会

が
欲
し
い
と
の
要
望
で
会

が
で
き
、
毎
回
15
人
位
が

参
加
し
て
い
る
。「
旭
ケ

丘
地
区
生
活
た
す
け
合
い

の
会
」
を
モ
デ
ル
に
、
他

の
地
区
で
の
、
住
民
主
体

で
取
り
組
む
生
活
支
援
を

進
め
て
い
く
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
子
ど
も
た

ち
の
絵
画
展

問
 
千
曲
市
出
身
で
、
ポ

ー
ラ
ン
ド
在
住
の
坂
本
龍

太
郎
さ
ん
が
、
彼
の
と
こ

ろ
に
避
難
し
て
い
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
子
ど
も
た
ち
が

描
い
た
絵
を
通
じ
て
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
に
心
を
寄
せ
て

ほ
し
い
と
開
催
し
て
い
る

絵
画
展
を
須
坂
市
で
も
開

催
し
て
は
ど
う
か
。
平
和

を
願
う
気
持
ち
が
伝
わ
っ

て
く
る
も
の
で
あ
り
、
こ

れ
か
ら
寒
い
季
節
を
迎
え
、

子
ど
も
た
ち
が
無
事
に
過

ご
せ
る
こ
と
を
願
う
。

副
市
長
 
平
和
を
願
う
市

民
の
思
い
は
世
界
共
通
で

あ
る
。
須
坂
市
民
の
皆
様

に
も
子
ど
も
た
ち
の
絵
に

込
め
た
思
い
を
感
じ
て
い

た
だ
き
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

人
々
の
気
持
ち
に
心
を
寄

せ
る
機
会
と
す
る
べ
く
、

須
坂
市
で
の
開
催
を
実
現

で
き
る
よ
う
進
め
る
。

部活動の規模・指導体制と環境整備は

持続可能な体制構築に向けて検討

浅井 洋子 議員

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

一
般
質
問

議
決
結
果



楽しい通園バス

一般質問

2023 年 ( 令和 5 年 ) 1 月 1 日　第 172 号 12
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

希望通りの妊娠・出産・
子育てがしやすい環境
づくりの推進を！

子
育
て
が
し
や
す
い
ま
ち

に問
 
市
内
全
保
育
園
の
３

歳
未
満
児
の
受
入
れ
状
況

は
。

教
育
次
長
 
定
員
は
５

５
５
人
。
11
月
現
在
の
受

入
れ
人
数
は
４
７
４
人
。

問
 
本
年
度
、
新
た
に
２

園
の
認
定
こ
ど
も
園
が
開

園
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

定
員
は
。

教
育
次
長
 
や
ま
び
こ
幼

稚
園
は
３
歳
児
以
上
20
人
。

マ
リ
ア
こ
ど
も
園
「
き
た

す
ざ
か
」
は
未
満
児
30
人

だ
が
、
保
育
士
不
足
に
よ

り
現
在
12
人
で
、
こ
れ
以

上
の
受
入
れ
は
困
難
。

問
 
子
を
保
育
園
に
通
わ

せ
て
い
る
保
護
者
が
、
新

た
な
子
の
誕
生
に
よ
っ
て

育
児
休
業
を
取
得
し
た
場

合
、
家
庭
で
の
育
児
が
可

能
だ
と
し
て
、
保
育
園
に

通
っ
て
い
る
上
の
子
が
退

園
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

『
育
休
退
園
』
の
本
年
度

の
対
象
者
は
何
人
か
。

教
育
次
長
 
対
象
者
は

13
人
。
保
護
者
の
方
と
面

談
し
「
保
育
の
必
要
と
す

る
理
由
」
が
認
め
ら
れ
る

場
合
は
継
続
入
所
を
認
め

て
お
り
、
８
人
が
継
続
入

所
で
、
退
園
さ
れ
た
児
童

は
５
人
。

問
 
復
園
す
る
時
に
は
、

同
じ
保
育
園
に
入
園
で
き

る
の
か
。

教
育
次
長
 
優
先
順
位
に

関
す
る
指
数
を
加
算
す
る

配
慮
を
し
て
い
る
。

問
 
本
年
の
育
休
退
園
の

対
象
者
は
５
人
だ
が
、
少

し
で
も
子
育
て
が
し
や
す

い
環
境
に
す
る
た
め
に
、

こ
の
育
休
退
園
を
廃
止
で

き
な
い
か
。

教
育
次
長
 
待
機
児
童
が

発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

ま
た
、
５
人
を
受
入
れ
る

た
め
に
は
、
フ
ル
タ
イ
ム

の
保
育
士
を
２
人
確
保
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
現

実
的
に
は
困
難
で
あ
る
。

問
 
通
園
バ
ス
の
置
き
去

り
死
の
事
故
を
受
け
て
、

本
市
で
は
ど
の
よ
う
な
対

応
を
取
ら
れ
た
の
か
。

教
育
次
長
 
通
園
バ
ス
の

運
行
は
私
立
認
定
こ
ど
も

園
２
園
で
、
安
全
確
認
の

実
施
を
し
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
た
。

問
 
保
育
士
の
事
務
作
業

軽
減
の
た
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

の
現
状
は
。

教
育
次
長
 
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
利
用
し
た
登
降

園
管
理
や
保
護
者
へ
の
お

知
ら
せ
機
能
を
持
っ
た
シ

ス
テ
ム
の
導
入
や
パ
ソ
コ

ン
等
で
保
育
計
画
や
記
録

を
作
成
で
き
る
よ
う
に
検

討
し
て
い
る
。

問
 
日
本
青
年
会
議
所
が

提
唱
し
て
い
る
、
子
ど
も

を
産
み
育
て
や
す
い
社
会

の
実
現
に
向
け
、
企
業
も

行
政
も
個
人
も
み
ん
な
で

子
育
て
を
支
え
る
優
し
い

社
会
を
目
指
す
「
ベ
ビ
ー

フ
ァ
ー
ス
ト
運
動
」
に
参

画
し
た
ら
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長
 
参
画

の
宣
言
を
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

育
休
退
園
を
廃
止
に

待
機
児
童
が
発
生
す
る
恐
れ
あ
り

岡田 宗之 議員
議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

議
決
結
果

一
般
質
問



これが噂の二重落款と驚愕なる査定額

一般質問

第 172 号　2023 年 ( 令和 5 年 ) 1 月 1 日13
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

市長の耳は都合の悪い声
は聞こえません。都合の
悪い事は全て部下。市役
所はブラックです！

問
 
私
は
銀
座
六
丁
目
で

長
年
画
廊
を
営
む
先
生
の

助
言
で
、
大
手
オ
ー
ク
シ

ョ
ン
会
社
２
社
に
岡
氏
の

絵
（
３
点
）
を
鑑
定
依
頼

し
た
。
査
定
額
30
万
円
、

落
札
予
定
額
30
〜
60
万
円
。

こ
の
結
果
を
ど
う
思
う
か
。

市
長
 
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の

予
想
に
過
ぎ
な
い
。

問
 
多
く
の
取
引
事
例
・

現
状
の
相
場
動
向
を
勘
案

し
た
一
部
上
場
会
社
の
査

定
委
員
会
が
決
定
し
た
査

定
だ
。
単
な
る
予
想
で
な

く
、
落
札
予
想
額
と
共
に

信
頼
の
お
け
る
作
品
査
定

額
も
30
万
円
と
出
て
い
る
。

市
長
 
文
化
財
取
得
審
査

会
で
価
格
を
決
め
た
。

問
 
取
得
審
査
委
員
は
実

勢
価
格
を
調
べ
た
か
。

市
長
 
分
か
ら
な
い
。

問
 
６
０
０
万
円
も
の
大

き
な
買
い
物
に
対
し
、
根

拠
が
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

市
長
 
取
得
価
格
を
適
切

に
審
査
い
た
だ
い
た
。

問
 
そ
も
そ
も
二
重
落
款

も
問
題
と
し
な
い
審
査
員

は
、
本
当
に
日
本
画
に
特

化
し
た
専
門
家
な
の
か
。

市
長
 
日
本
画
に
特
化
し

な
く
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
で
広
い
見
識
を
持
つ
。

問
 
ど
ん
な
分
野
の
見
識

者
な
の
か
。

市
長
 
そ
の
よ
う
な
質
問

は
事
前
に
聞
い
て
お
か
な

け
れ
ば
答
え
ら
れ
な
い
。

問
 
査
定
額
30
〜
60
万
円

の
絵
を
６
０
０
万
円
で
買

っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
新

た
に
市
民
の
声
を
聞
い
て

い
る
か
。

市
長
 
買
っ
て
よ
か
っ
た

と
の
声
で
、
否
定
的
な
意

見
は
聞
い
て
い
な
い
。

問
 
岡
氏
の
他
の
絵
で
、

高
額
売
買
は
あ
る
の
か
。

市
長
 
知
る
必
要
は
な
い
。

湯
っ
蔵
ん
ど

問
 
指
定
管
理
者
に
約
１

１
０
０
万
円
の
債
権
放
棄

と
約
３
２
０
０
万
円
の

支
援
を
行
う
と
い
う
。
今

回
こ
の
援
助
策
を
強
行
し

て
も
、
支
援
金
か
ら
返
済

予
定
と
す
る
多
額
な
上
下

水
道
代
の
滞
納
金
が
あ
る
。

市
か
ら
も
ら
っ
た
金
で
市

へ
の
借
金
を
返
す
こ
と
は

お
か
し
な
話
。
コ
ロ
ナ
で

経
営
が
難
し
い
こ
と
は
理

解
す
る
。
し
か
し
こ
の
先

支
援
策
を
続
け
修
繕
を
考

え
る
と
、
契
約
終
了
ま
で

の
４
年
間
で
２
〜
３
億
円

は
必
要
と
な
ろ
う
。
20
〜

30
億
円
か
か
る
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
は
で
き
な
い
は
ず
。

傷
口
が
深
く
な
る
前
に
決

断
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
の

で
は
。

副
市
長
 
市
か
ら
の
支
援

で
運
営
が
今
後
も
継
続
さ

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

も
の
づ
く
り
須
坂

問
 
須
坂
市
の
描
く
、
も

の
づ
く
り
の
理
念
と
は
。

産
業
振
興
部
長
 
チ
ャ

レ
ン
ジ
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
持

ち
、
同
業
種
・
異
業
種
共

同
し
て
事
業
を
遂
行
す
る

協
調
性
を
持
つ
こ
と
。

問
 
そ
の
中
に
ア
ー
テ
ィ

ス
テ
ィ
ッ
ク
な
考
え
も
入

れ
ら
れ
な
い
か
。

産
業
振
興
部
長
 
あ
り

が
た
い
提
案
だ
と
思
う
。

600万円で購入した絵に、市民の声は

否定的な意見は全く聞いていない

石合 敬 議員

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

一
般
質
問

議
決
結
果



妊娠と出生の届け出時に計10万円相当の給付‼

一般質問

2023 年 ( 令和 5 年 ) 1 月 1 日　第 172 号 14
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

妊娠と出生の届け出時に
10万円相当を給付する出
産子育て応援交付金事業
が盛り込まれた

電
気
代
・
ガ
ス
代
の
利
用
負
担
軽
減
は

総
額
で
４
万
５
千
円
の
負
担
軽
減

堀内 章一 議員

閣
議
決
定
し
た
総
合
経
済

対
策
～
電
気
代
・
ガ
ス
代

の
利
用
負
担
軽
減
～

問
 
物
価
高
や
コ
ロ
ナ
禍

な
ど
か
ら
国
民
の
生
活
を

守
る
た
め
政
府
が
閣
議
決

定
し
た
総
合
経
済
対
策
に

は
、
生
活
現
場
に
根
差
し

た
公
明
党
の
訴
え
が
随
所

に
反
映
さ
れ
、
電
気
代
・

ガ
ス
代
も
支
援
策
を
講
じ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

一
般
家
庭
の
電
気
代
・

ガ
ス
代
の
負
担
軽
減
は

い
く
ら
に
な
る
の
か
。

副
市
長
 
標
準
的
な
世

帯
で
は
総
額
で
４
万
５

千
円
の
負
担
軽
減
に
つ

な
が
る
と
し
て
い
る
。

子
育
て
支
援
策

問
 
全
て
の
妊
婦
を
対

象
に
妊
娠
期
か
ら
出
産
・

産
後
、
育
児
期
ま
で
一

貫
し
て
寄
り
添
う
伴
走

型
相
談
支
援
と
併
せ
て
、

妊
娠
と
出
生
の
届
け
出

時
に
計
10
万
円
相
当
の

給
付
に
よ
る
経
済
的
支
援

事
業
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

須
坂
市
の
伴
走
型
相
談
支

援
体
制
は
で
き
て
い
る
の

か
。

副
市
長
 
「
妊
娠
・
子
育

て
な
ん
で
も
相
談
﹃
お
ひ

さ
ま
﹄」
を
開
設
し
、
妊

娠
期
か
ら
出
産
、
子
育
て

期
に
関
す
る
様
々
な
相
談

に
応
じ
る
こ
と
で
、
切
れ

目
の
な
い
支
援
体
制
を
構

築
し
て
い
る
。

問
 
伴
走
型
相
談
支
援
と

経
済
支
援
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

策
定
を
ど
う
進
め
て
い
く

の
か
。

副
市
長 

12
月
中
旬
の
自

治
体
向
け
説
明
会
を
受
け
、

具
体
的
な
実
施
方
法
等
を

検
討
し
て
い
く
。

発
達
性
読
み
書
き
障
が
い

（
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
）

問
 
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
は
、

読
み
書
き
を
苦
手
と
す
る

児
童
・
生
徒
で
あ
り
、
ク

ラ
ス
に
平
均
２
〜
３
人

い
る
と
み
ら
れ
る
。

デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
の

疑
い
が
あ
る
児
童
・

生
徒
の
把
握
は
で
き

て
い
る
の
か
。

教
育
長
 
内
容
が
理

解
で
き
な
い
等
の
困

難
さ
が
み
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
実
態
把
握

の
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク

表
を
使
っ
て
、
ど
こ

に
ど
の
よ
う
な
つ
ま

ず
き
が
あ
る
の
か
を

確
認
し
、
つ
ま
ず
き

が
み
ら
れ
る
よ
う
で

あ
れ
ば
、
教
育
相
談

や
検
査
に
つ
な
げ
て

い
る
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種

助
成

問
 
成
人
の
帯
状
疱
疹
が

増
加
し
、
60
〜
80
歳
代
で

ピ
ー
ク
を
迎
え
、
約
３
人

に
１
人
が
帯
状
疱
疹
に
な

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
須

坂
市
の
人
口
数
か
ら
推
計

す
る
と
、
７
千
人
弱
の
方

が
帯
状
疱
疹
罹
患
の
リ
ス

ク
が
あ
る
。
病
に
か
か
っ

て
か
ら
治
療
す
る
の
で
は

な
く
、
そ
の
病
を
未
然
に

防
ぐ
と
い
う
観
点
か
ら
、

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種

助
成
に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長
 
国
に

お
い
て
、
定
期
接
種
化
に

向
け
て
の
検
討
が
進
め
ら

れ
て
い
る
段
階
の
た
め
、

現
在
の
と
こ
ろ
、
市
と
し

て
は
助
成
に
つ
い
て
考
え

て
い
な
い
が
、
今
後
も
、

引
き
続
き
国
の
動
向
を
注

視
し
て
く
。

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

議
決
結
果

一
般
質
問



歴史的な町並み

一般質問

第 172 号　2023 年 ( 令和 5 年 ) 1 月 1 日15
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

地方公務員の公務以外で
の地域貢献活動が全国で
広がっています

問
 
伝
建
地
区
内
の
空
き

家
の
数
と
利
活
用
は
。

副
市
長
 
空
き
家
は
26
棟
。

「
須
坂
市
歴
史
的
建
造
物

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

事
業
」
や
「
わ
ざ
わ
ざ
店

開
設
支
援
事
業
」
の
補
助

金
を
活
用
し
店
舗
等
へ
改

修
し
た
空
き
家
や
、
自
主

改
修
で
店
舗
を
開
業
し
て

い
る
。

問
 
地
域
住
民
や
町
並
み

保
存
団
体
に
お
願
い
し
た

い
こ
と
は
。

副
市
長
 
今
ま
で
以
上
に

地
域
の
文
化
と
伝
統
、
町

並
み
の
保
存
に
誇
り
を
持

っ
て
い
た
だ
け
る
と
考
え

て
お
り
、
地
域
住
民
の
皆

様
と
保
存
団
体
と
行
政
の

三
位
一
体
と
な
り
重
伝
建

制
度
を
活
用
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
担
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

小
中
学
校
の
い
じ
め
認
知

件
数
・
不
登
校
の
増
加

問
 
児
童
生
徒
の
問
題
行

動
の
予
防
策
は
。

教
育
長
 
暴
力
や
器
物
破

損
等
の
問
題
行
動
を
し
た

児
童
生
徒
の
多
く
は
自
分

の
気
持
ち
を
相
手
に
言
葉

で
表
現
す
る
こ
と
が
不
得

手
で
、
自
分
の
感
情
を
抑

え
切
れ
ず
に
物
や
人
に
当

た
っ
て
し
ま
う
の
で
、
自

分
の
思
い
を
表
現
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の

大
切
さ
の
啓
発
を
し
て
い

る
。

問
 
不
登
校
の
児
童
生
徒

へ
の
対
応
は
。

教
育
長
 
市
で
配
置
し
て

い
る
不
登
校
児
童
支
援
員

や
心
の
教
室
相
談
員
と
連

携
し
原
因
を
探
り
、
ス
ク

ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ

る
個
別
の
相
談
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

市
職
員
の
副
業
基
準
の

明
確
化

問
 
須
坂
市
職
員
の
副
業

許
可
基
準
は
。

副
市
長
 
本
年
４
月
に

「
須
坂
市
地
域
貢
献
活
動

応
援
制
度
事
務
要
綱
」
を

策
定
し
、
公
益
性
が
高
く

社
会
的
な
貢
献
活
動
、
市

内
外
の
地
域
の
発
展
及
び

活
性
化
に
寄
与
す
る
活
動
、

従
事
者
数
が
不
足
す
る
な

ど
社
会
的
な
需
要
が
多
い

こ
と
、
社
会
貢
献
や
職
員

の
能
力
向
上
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
が
期
待
で
き

る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
条

件
で
許
可
し
て
い
る
。

問
 
職
員
の
副
業
者
の
数

と
希
望
者
の
現
状
は
。

副
市
長
 
現
在
職
員
５
名

が
青
少
年
の
健
全
育
成
に

関
す
る
ス
ポ
ー
ツ
の
コ
ー

チ
や
、
環
境
美
化
に
関
す

る
古
道
の
整
備
活
動
に
従

事
し
て
い
る
。
こ
の
他
数

名
の
職
員
か
ら
今
後
申
請

が
出
る
予
定
。

問
 
副
業
許
可
基
準
の
明

確
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

副
市
長
 
職
員
自
身
が
持

つ
知
識
や
ス
キ
ル
を
積
極

的
に
地
域
社
会
に
生
か
す

こ
と
。
社
会
情
勢
や
行
政

へ
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
認

識
す
る
こ
と
。
活
動
で
得

た
経
験
等
を
業
務
へ
還
元

し
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
組
織
の
活
性
化
を
図
れ

る
こ
と
。

重伝建の選定時期は

24年3月、国へ選定の申出予定

古家 敏男 議員

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

一
般
質
問

議
決
結
果



市施設の指定管理者には多額の市単費の
補助金を給付！！
一方民間は、厳しい状況！

一般質問

2023 年 ( 令和 5 年 ) 1 月 1 日　第 172 号 16
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

湯っ蔵んどへの多額の支
援金投入は、市長の問題
の先送りであり、一旦立
ち止まるべき！

問
 
３
回
に
わ
た
る
非
公

開
の
委
員
会
は
、
具
体
的

数
字
も
示
さ
れ
、
市
民
不

在
の
密
室
で
の
事
前
審
査

だ
。
指
定
管
理
基
本
協
定

書
変
更
に
よ
る
協
力
金
及

び
納
付
金
を
徴
収
し
な
い

こ
と
は
、
指
定
管
理
者
募

集
の
元
を
変
更
す
る
こ
と

で
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

市
長
 
市
内
外
の
年
間
約

20
万
人
が
利
用
。
福
祉
浴

室
も
多
く
利
用
。
コ
ロ
ナ

と
い
う
不
測
の
事
態
対
応

で
、
緊
急
、
必
要
不
可
欠

な
措
置
だ
。

問
 
湯
っ
蔵
ん
ど
の
債
権

放
棄
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
苦

し
い
経
営
を
強
い
ら
れ
て

い
る
市
民
に
説
明
で
き
な

い
。
撤
回
を
。

市
長
 
現
在
の
経
営
状
況

か
ら
や
む
を
得
な
い
措
置

だ
。

問
 
湯
っ
蔵
ん
ど
の
現
状

を
市
民
に
情
報
公
開
し
、

市
民
に
と
っ
て
本
当
に
必

要
な
施
設
か
有
識
者
会
議

を
設
置
し
、
今
後
の
あ
り

方
を
検
討
す
べ
き
。

市
長
 
考
え
て
い
な
い
。

問
 
今
回
支
援
金
を
認
め

れ
ば
、
26
年
度
ま
で
４
年

間
ず
っ
と
出
す
こ
と
に
な

る
。
水
道
料
金
滞
納
額
約

８
５
０
０
万
円
を
４
年

間
で
返
済
し
、
市
の
支
援

金
２
３
０
０
万
円
充
当
は

あ
り
得
な
い
。
今
後
億
単

位
の
公
費
投
入
は
先
送
り

だ
。
須
坂
温
泉
と
湯
っ
蔵

ん
ど
両
方
の
施
設
維
持
は

い
ず
れ
で
き
な
く
な
る
。

市
長
 
市
に
と
っ
て
必
要

な
施
設
で
あ
り
、
日
本
レ

ク
シ
ー
は
、
一
生
懸
命
経

営
努
力
を
し
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
へ
の
政
策

問
 
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
岡
信
孝

氏
の
絵
画
購
入
へ
の
批
判

が
多
い
。
人
へ
の
投
資
を

し
な
か
っ
た
つ
け
が
来
て

い
る
。
勝
ち
組
負
け
組
、

正
規
非
正
規
の
言
葉
に
象

徴
さ
れ
る
よ
う
に
子
ど
も

た
ち
へ
の
教
育
格
差
を
生

ん
で
い
る
。
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る

給
付
型
奨
学
金
創
設
並
び

に
子
ど
も
政
策
の
充
実
を
。

市
長
 
考
え
て
い
な
い
。

問
 
国
の
配
置
基
準
も
変

え
る
時
期
だ
。
正
規
保
育

士
の
採
用
と
非
正
規
保
育

士
の
待
遇
改
善
を

教
育
長
 
正
規
は
計
画
的

に
採
用
し
て
い
く
。
非
正

規
に
つ
い
て
は
引
き
続
き

総
合
的
に
検
討
す
る
。

問
 
中
央
児
童
セ
ン
タ
ー

は
簡
易
型
エ
ア
コ
ン
で
、

よ
く
エ
ア
コ
ン
が
効
か
な

い
。
サ
ッ
シ
の
老
朽
化
で

冬
寒
く
、
水
道
も
自
動
水

栓
に
な
っ
て
い
な
い
。

教
育
次
長
 
自
動
水
栓
等

は
、
予
算
内
で
実
施
。

問
 
人
権
同
和
政
策
課
と

男
女
共
同
参
画
課
統
合
の

検
証
は
。

市
長
 
女
性
相
談
員
の
設

置
に
よ
り
相
談
業
務
が
増

え
た
。

意
見
 
女
性
活
躍
社
会

実
現
が
重
要
だ
。
市
長

は
自
ら
任
命
で
き
る
各

種
委
員
の
女
性
登
用
を

す
る
べ
き
。

湯
っ
蔵
ん
ど
の
現
状
を
情
報
公
開

公
開
は
重
要
だ
が
企
業
の
機
密
情
報

宮本 泰也 議員
議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

議
決
結
果

一
般
質
問



本庁舎と東庁舎の段差解消を願う

一般質問

第 172 号　2023 年 ( 令和 5 年 ) 1 月 1 日17
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

市民が主役のまちづくり
を掲げて市政の場へ、３
期目最後に脳梗塞を発症
し声も出ず退任します

障
が
い
者
に
な
っ
て
気
づ

い
た
こ
と

問
 
私
は
、
脳
梗
塞
の
後

遺
症
で
足
が
不
自
由
に
な

り
、
気
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
庁

舎
の
段
差
に
つ
い
て
だ
。

議
会
棟
は
、
東
庁
舎
に
あ

り
、
第
４
委
員
室
や
議
場

は
３
階
に
あ
る
た
め
、
階

段
を
上
っ
て
行
く
の
が
大

変
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
本

庁
舎
の
ト
イ
レ
に
行
く
の

も
大
変
で
、
わ
ず
か
５
段

の
階
段
だ
が
、
手
す
り
に

つ
か
ま
り
、
用
を
た
し
た
。

本
庁
舎
と
議
会
棟
の

段
差
の
解
消
を
願
う
も
の

で
、
障
が
い
を
持
っ
た
人

に
、
や
さ
し
い
庁
舎
に
し

て
ほ
し
い
。

副
市
長
 
市
役
所
の
東
庁

舎
は
、
１
９
８
０
年
（
昭

和
55
年
）
竣
工
後
40
年
以

上
経
過
し
、
設
備
の
劣
化

や
本
庁
舎
と
東
庁
舎
の
段

差
が
課
題
で
あ
る
。

東
庁
舎
へ
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
及
び
多
目
的
ト
イ
レ

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
場

所
の
確
保
が
難
し
い
こ
と

や
、
大
規
模
な
改
修
が
必

要
と
い
う
課
題
が
あ
る
。

庁
舎
の
改
修
に
つ
い
て

は
、
市
役
所
庁
舎
の
改
修

計
画
で
、
緊
急
度
に
よ
り

必
要
な
改
修
や
修
繕
を
行

い
、
施
設
の
長
寿
命
化
を

図
り
、
２
０
４
４
年
ま
で

使
用
す
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
将
来
の
建
て
替

え
に
向
け
て
財
源
の
確
保

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
す
ぐ
に

課
題
を
改
善
す
る
大
き
な

改
修
が
で
き
な
い
こ
と
を

ご
理
解
く
だ
さ
い
。

現
在
、
車
イ
ス
を
お
使

い
の
方
に
対
応
し
て
い
る

多
目
的
ト
イ
レ
は
本
庁
舎

１
階
と
防
災
広
場
西
側
の

防
災
倉
庫
の
２
カ
所
に
設

置
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も

東
庁
舎
か
ら
は
距
離
が
あ

る
た
め
、
庁
舎
内
の
移
動

は
、
職
員
に
よ
る
支
援
を

行
っ
て
お
り
、
庁
舎
入
口

等
に
表
示
板
を
掲
載
し
て

い
る
ほ
か
、「
市
役
所
庁

舎
内
に
お
け
る
移
動
に
支

援
が
必
要
な
方
へ
の
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
」を
作
成
し
、

職
員
に
周
知
し
て
い
る
。

市
職
員
の
優
し
さ

問
 
ト
イ
レ
に
行
き
、
用

を
た
し
た
後
、
手
を
洗
い

出
て
く
る
時
に
居
合
わ
せ

た
職
員
の
方
が
、
ド
ア
を

開
け
て
、
私
を
先
に
出
し

て
く
れ
た
。
ま
た
、
階
段

を
降
り
る
際
に
「
大
丈
夫

で
す
か
」
と
声
を
か
け
て

く
れ
た
女
性
職
員
の
方
、

こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
市
民
に

愛
さ
れ
る
須
坂
市
職
員
で

い
て
く
だ
さ
い
。

副
市
長
 
引
き
続
き
、
一

人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た

対
応
が
で
き
る
よ
う
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努

め
て
い
く
。

本庁舎と東庁舎の段差解消を

大きな改修は難しい

宮坂 成一 議員
※一般質問は事務局職員代読により行った
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湯っ蔵んど　評判はいかが
数十億円の大規模改修ができるのか

一般質問

2023 年 ( 令和 5 年 ) 1 月 1 日　第 172 号 18
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

5年間で43兆円の防衛
予算？財源をどうする？
今は暮らし応援を第一に
考えるべきだ

問
 
４
３
０
０
万
円
余

の
支
援
を
行
う
理
由
は
。

産
業
振
興
部
長
 
年
間

20
万
人
利
用
の
施
設
、
福

祉
浴
室
の
利
用
者
も
多
い
。

災
害
時
は
指
定
避
難
所
に
。

コ
ロ
ナ
で
入
場
者
数
激

減
、
電
気
・
燃
料
費
の
高

騰
で
経
営
が
悪
化
。
施
設

維
持
協
力
金
等
の
債
権
放

棄
、
温
泉
事
業
の
赤
字
分

を
指
定
管
理
料
相
当
額
と

し
て
支
出
す
る
。

問
 
支
援
金
等
を
支
出
し

な
い
場
合
、
２
０
２
３
年

度
以
降
の
湯
っ
蔵
ん
ど
の

方
向
性
は
。

産
業
振
興
部
長
 
運
営

を
継
続
す
る
こ
と
は
難
し

い
と
指
定
管
理
者
よ
り
聞

い
て
い
る
。

問
 
今
後
の
方
向
性
に
つ

い
て
市
民
の
意
見
集
約
は
。

産
業
振
興
部
長
 
市
民

へ
の
説
明
会
等
を
実
施
す

る
。

第
８
波　
自
粛
と
補
償
は

一
体
で

問
 
ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進

の
対
策
は
。

健
康
福
祉
部
長
 
若
年

層
の
接
種
率
の
低
さ
が
課

題
。
対
策
と
し
て
、
個
別

通
知
や
広
報
須
坂
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
接
種
勧
奨
、

12
歳
～
19
歳
の
集
団
接
種

優
先
枠
の
追
加
、
小
・
中

学
校
へ
の
接
種
勧
奨
、
広

報
動
画
Ｃ
Ｍ
放
送
等
を
行

う
。

問
 
薬
局
の
無
料
検
査
は
。

健
康
福
祉
部
長
 
無
症

状
で
感
染
不
安
が
あ
る
場

合
に
行
う
無
料
検
査
は
12

月
末
ま
で
。
症
状
が
あ
る

方
は
無
料
検
査
が
受
け
ら

れ
な
い
の
で
、
抗
原
検
査

キ
ッ
ト
や
解
熱
鎮
痛
薬
の

購
入
を
。
市
が
独
自
に
行

う
検
査
は
考
え
て
い
な
い
。

問
 
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
金
や
住
居
確
保
給
付
金

等
の
利
用
は
。

健
康
福
祉
部
長
 
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
金
は
12

月
末
、
住
居
確
保
給
付
金

は
２
０
２
３
年
３
月
末

ま
で
。

問
 
生
活
福
祉
資
金
特
例

貸
付
の
免
除
と
返
済
開
始

時
期
等
は
。

健
康
福
祉
部
長 

23
年

１
月
よ
り
返
済
開
始
。
免

除
は
市
民
税
非
課
税
が
対

象
。
県
社
協
へ
の
申
請
が

必
要
。
ま
い
さ
ぽ
須
坂
で

申
請
手
続
を
サ
ポ
ー
ト
。

問
 
支
援
が
必
要
な
市
民

と
事
業
者
に
対
し
て
、
市

の
独
自
財
源
を
使
っ
て
で

も
支
援
を
。

産
業
振
興
部
長
 
一
般

財
源
の
活
用
は
検
討
す
る
。

働
き
始
め
た
ら
４
０
０
万

円
の
借
金

問
 
奨
学
金
返
済
支
援
の

拡
充
を
。

産
業
振
興
部
長
 
地
域

就
職
促
進
奨
学
金
返
還
支

援
補
助
事
業
を
拡
充
す
る
。

県
も
奨
学
金
支
援
を
行
な

う
企
業
に
補
助
す
る
奨
学

金
返
還
支
援
制
度
を
開
始

す
る
。

他
市
町
村
の
状
況
や
市

内
企
業
の
状
況
等
も
調
査

し
、
よ
り
良
い
制
度
に
な

る
よ
う
努
め
る
。

湯
っ
蔵
ん
ど
を
支
援
し
な
い
場
合
は

運
営
継
続
は
難
し
い

竹内 勉 議員
議
案
審
議

分
科
会
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コロナ禍で頑張る湯っ蔵んど

一般質問

第 172 号　2023 年 ( 令和 5 年 ) 1 月 1 日19
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

利用者である【市民の声
を聞く】ことが大事です

湯
っ
蔵
ん
ど
の
経
営
状
況

問
 
経
営
悪
化
の
要
因
は
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
だ
け
か
。

市
長
 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

だ
け
で
な
く
、
電
気
・
燃

料
費
等
の
高
騰
や
円
安
に

よ
る
物
価
高
が
運
営
経
費

を
増
大
さ
せ
た
。

問
 
２
０
１
９
年
度
か

ら
２
０
２
１
年
度
ま
で
の

経
営
状
況
は
。

市
長
 
入
館
者
数
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
前
の

２
０
１
９
年
度
は
27
万

９
千
人
、
感
染
拡
大
後
の

20
年
度
は
16
万
７
千
人
、

21
年
度
は
19
万
９
千
人
と

大
き
く
減
少
。
原
油
高
、

電
気
代
高
、
物
価
高
で
経

費
が
増
加
し
、
収
入
が
大

幅
に
減
少
。
委
託
事
業
の

み
で
20
年
度
は
約
３
６
０

０
万
円
、
21
年
度
は
約
３

８
０
０
万
円
の
赤
字
で
、

コ
ロ
ナ
禍
で
経
営
は
悪
化

し
た
。

問
 
指
定
管
理
者
へ
の
支

援
策
は
。

市
長
 
今
回
、
指
定
管
理

者
よ
り
「
支
援
金
が
な
け

れ
ば
、
湯
っ
蔵
ん
ど
の
運

営
が
不
能
」
と
の
申
し
出

が
あ
り
、
温
泉
事
業
（
委

託
事
業
）
の
赤
字
分
を
指

定
管
理
料
相
当
額
と
し
て

支
援
し
、
施
設
維
持
協
力

金
及
び
均
等
割
納
付
金
は
、

債

権
放
棄
す
る
。

問
 
２
０
２
６
年
度
の

指
定
管
理
期
間
満
了
後
の

方
針
は
。

市
長
 
本
年
度
は
支
援
を

し
て
、
来
年
度
、
経
営
状

況
が
改
善
し
な
い
場
合
に

は
、
指
定
管
理
期
間
の
満

了
年
２
０
２
６
年
度
末
を

待
た
ず
に
、
無
償
譲
渡
も

視
野
に
判
断
す
る
。

問
 
市
民
へ
の
経
営
状
況

の
周
知
、
市
民
の
声
を
聞

く
、
に
つ
い
て
具
体
的
に

ど
の
よ
う
に
す
る
の
か

市
長
 
市
民
の
声
を
聞
く

こ
と
は
重
要
な
の
で
、
市

民
へ
の
説
明
会
の
実
施
時

期
、
場
所
等
の
詳
細
を
検討

す
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

取
得
推
進

問
 
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
取
得
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ

メ
リ
ッ
ト
は
。

市
民
環
境
部
長
 
メ
リ
ッ

ト
は
、
本
人
確
認
書
類
に

な
る
、
コ
ン
ビ
ニ
で
各
種

証
明
書
が
取
得
可
能
、
健

康
保
険
証
に
も
な
る
、
12

月
末
ま
で
の
申
請
で
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
を
取
得
で
き
、

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
証
明
書
の
電
子
交
付
に

も
利
用
可
能
。
デ
メ
リ
ッ

ト
は
、
銀
行
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
な
ど
と
同
じ

で
、
４
桁
の
暗
証
番
号
が

他
人
に
知
ら
れ
る
と
危
険
。

問
 
市
職
員
の
取
得
率
は
、

上
昇
し
て
い
る
か
。

市
民
環
境
部
長
 
申
請

手
続
を
済
ま
せ
た
職
員
の

申
請
率
は
、
94
・
８
%
、

９
月
30
日
現
在
、
県
内
の

状
況
で
は
、
19
市
中
１
位

で
あ
る
。

湯っ蔵んどの将来は？

一年間、様子を見て判断

荒井 一彦 議員
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開発が進むイオンモール予定地と渋滞が
懸念されるラーメン人力車角交差点

一般質問

2023 年 ( 令和 5 年 ) 1 月 1 日　第 172 号 20
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

湯っ蔵んど、債権放棄、
補助金、水道料金滞納、
合計一億数千万になる。
支援すれば立ち直れるか

荒井 敏 議員

発
達
障
が
い
を
発
達
特
性
と
し
た
ら

ま
っ
た
く
同
感
だ

教
育
問
題

問
 
教
員
の
働
き
方
改
革

で
の
一
番
の
問
題
点
は
、

超
過
勤
務
手
当
が
昭
和
41

年
に
一
律
給
与
の
４
％
と

決
め
ら
れ
、
現
状
の
超
過

勤
務
時
間
と
10
数
倍
の
格

差
が
あ
る
こ
と
だ
。
現
状

の
勤
務
時
間
で
計
算
す
れ

ば
、
給
与
は
１
・
５
倍
位

に
な
る
。
国
に
も
っ
と
強

く
申
し
入
れ
改
善
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

教
育
長
 
県
を
通
じ
「
全

国
都
道
府
県
教
育
長
協
議

会
」
及
び
「
全
国
都
道
府

県
教
育
委
員
協
議
会
」
の

連
名
で
国
に
対
し
要
望
を

し
て
い
る
が
、
今
年
も
国

に
要
望
し
て
い
く
。

問
 
教
員
不
足
問
題
で
、

産
休
・
育
休
・
病
休
者
の

補
充
教
員
不
足
が
、
な
か

な
か
解
消
で
き
な
い
よ
う

だ
が
、
結
婚
や
子
育
て
で

教
職
を
長
く
離
れ
た
方
も
、

子
育
て
が
落
ち
着
い
て
、

ま
た
教
職
に
戻
っ
て
も
良

い
か
な
と
言
う
方
も
お
ら

れ
る
と
思
う
。
教
員
募
集

案
内
を
市
報
も
使
っ
た
ら

い
か
が
か
。

教
育
長
 
大
切
だ
と
思
う
。

検
討
し
て
い
く
。

問
 
重
い
ラ
ン
ド
セ
ル
問

題
、
脱
ゆ
と
り
教
育
の
影

響
で
教
科
書
が
厚
く
な
り
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
や
水
筒
も
あ

り
、
ラ
ン
ド
セ
ル
が
か
な

り
重
く
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
教
科
書
を
学
校
の

机
や
ロ
ッ
カ
ー
に
置
い
て

く
る
「
置
き
勉
」
が
進
ん

で
い
な
い
よ
う
だ
が
ど
う

な
の
か
。

教
育
長
 
平
成
30
年
に
文

科
省
よ
り
通
知
が
あ
り
、

須
坂
市
内
小
中
学
校
で
は
、

家
庭
学
習
で
使
用
し
な
い

教
材
は
机
の
中
や
ロ
ッ
カ

ー
な
ど
に
置
い
て
帰
る
こ

と
を
認
め
て
い
る
。

問
 
生
ま
れ
月
格
差
問
題
、

１
〜
３
月
の
早
生
ま
れ
の

子
ど
も
と
、
月
齢
の
高
い

子
ど
も
を
比
べ
る
と
、
中

学
３
年
に
な
っ
て
も
体
格

的
な
格
差
だ
け
で
な
く
、

月
齢
の
高
い
人
ほ
ど
能
力

が
高
い
と
東
大
の
山
口
慎

太
郎
教
授
が
言
っ
て
い
る
。

生
ま
れ
月
格
差
は
公
正
な

も
の
で
な
く
是
正
す
べ
き

だ
が
須
坂
市
の
対
応
は
。

教
育
長
 
生
ま
れ
月
格
差

は
、
特
に
小
学
校
１
年
生

が
一
番
体
格
的
な
差
を
感

じ
る
。
発
達
の
違
い
へ
の

対
応
は
、
一
人
ひ
と
り
の

特
性
や
学
習
ス
タ
イ
ル
に

合
わ
せ
た
授
業
の
実
現
に

取
り
組
み
だ
し
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
周
辺
開
発

問
 
イ
オ
ン
モ
ー
ル
と
の

会
合
で
、
須
坂
市
民
の
要

望
も
伝
え
て
い
る
と
の
こ

と
だ
が
、
近
所
の
主
婦
が

魚
屋
の
角
上
魚
類
が
来
て

ほ
し
い
と
い
う
要
望
も
伝

え
て
い
た
だ
け
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

そ
の
よ
う
な
要
望
は
、
伝

え
る
。

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

議
決
結
果

一
般
質
問



給食は食育！学校給食センター

一般質問

第 172 号　2023 年 ( 令和 5 年 ) 1 月 1 日21
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

「敵基地攻撃能力」保有
の進む先は、81年前の
「12・８」ー再び過ちを
繰り返すなー

久保田 克彦 議員

学校給食費無料化で子育て支援を

市の予算で実施は難しい
子
育
て
家
庭
と
子
ど
も
の

支
援
～
３
つ
の
ゼ
ロ
を
！

問
 
学
校
給
食
費
の
軽

減
・
無
料
化
を
。

教
育
次
長
 
保
護
者
負
担

が
原
則
と
な
っ
て
い
る
。

問
 
給
食
は
食
育
で
あ
り
、

教
育
だ
！
中
野
市
３
割
軽

減
実
施
、
飯
山
市
長
「
無

料
化
」
を
公
約
な
ど
、
支

援
が
広
が
っ
て
い
る
。

市
長
 
給
食
費
と
食
育
は

関
係
な
い
。
現
状
で
は
、

無
料
化
は
難
し
い
。

問
 
育
休
退
園
の
解
消
を
。

退
園
に
よ
る
実
態
は
。

教
育
次
長
 
今
年
は
13

人
が
対
象
と
な
り
、
未
満

児
５
名
が
退
所
と
な
っ
た
。

問
 
元
の
園
に
戻
れ
る
保

証
も
な
い
、
２
歳
児
退
所

の
解
消
は
急
務
！
入
所

「
枠
」
を
掌
握
し
対
策
を
。

教
育
次
長
 
年
度
途
中
の

入
所
希
望
が
多
く
、「
枠
」

の
確
保
は
難
し
い
。

問
 
子
ど
も
の
医
療
費
を

ゼ
ロ
に
！
国
保
税
の
「
均

等
割
」
は
、
子
ど
も
１
人

増
え
る
ご
と
に
２
万
５
０

０
０
円
の
負
担
増
だ
。

健
康
福
祉
部
長
 
今
年

度
か
ら
未
就
学
児
の
５
割

軽
減
を
し
て
お
り
、
さ
ら

な
る
拡
充
は
考
え
て
い
な

い
。

問
 
「
５
０
０
円
」
の
負

担
金
は
、
病
院
、
薬
局
、

受
診
科
ご
と
に
必
要
で
、

子
ど
も
の
医
療
費
窓
口
完

全
無
料
化
が
求
め
ら
れ
る
。

健
康
福
祉
部
長
 
無
理

の
な
い
額
の
負
担
と
考
え

る
。

市
の
基
幹
系
業
務
の
国
へ

の
移
行

問
 
住
民
台
帳
等
の
シ
ス

テ
ム
を
国
に
移
行
す
る
事

業
で
見
え
て
き
た
課
題
は
。

市
長 

20
業
務
に
加
え
新

た
に
10
業
務
も
国
に
移
行

し
た
。
収
納
口
座
、
個
人

番
号
口
座
、
福
祉
医
療
関

係
、
要
援
護
台
帳
、
水
道

受
益
者
負
担
金
等
だ
。

問
 
市
民
に
知
ら
せ
な
い

ま
ま
進
め
て
い
る
。
個
人

情
報
保
護
等
対
策
は
。

市
長
 
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は

確
保
で
き
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

押
し
付
け
る
の
で
な
く
、

市
民
に
丁
寧
な
対
応
を

問
 
カ
ー
ド
取
得
強
化
月

間
で
、「
保
険
証
が
無
く

な
れ
ば
病
院
に
行
け
な

い
」
と
高
齢
者
が
無
理
を

押
し
て
公
民
館
に
出
か
け

て
来
た
。
こ
れ
が
実
態
だ
。

健
康
福
祉
部
長
 
マ
イ

ナ
保
険
証
は
義
務
化
で
は

な
い
。

問
 
マ
イ
ナ
保
険
証
の
取

得
状
況
は
。

市
民
共
創
部
長
 
市
で

は
全
体
を
把
握
で
き
な
い
。

問
 
紙
の
保
険
証
は
、
年

度
更
新
時
に
郵
送
さ
れ
て

い
る
が
、
同
じ
条
件
か
。

健
康
福
祉
部
長
 
国
が

様
々
な
ケ
ー
ス
を
検
討
中

で
、
ど
う
な
る
か
未
定
。

問
 
デ
ジ
タ
ル
技
術
な
ど

を
使
え
な
い
市
民
に
相
談

窓
口
で
丁
寧
な
対
応
を
。

市
長
 
対
面
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
に
努
め
る
。

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

一
般
質
問

議
決
結
果



市民の要望に応えて1日も早く工場の稼働を

一般質問

2023 年 ( 令和 5 年 ) 1 月 1 日　第 172 号 22
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

アールエフは市民要望に
応えて、早急に工場稼働
をして地域経済活性化に
寄与してほしい

霜田 剛 議員

ア
ー
ル
エ
フ
に
工
場
稼
働
の
市
民
要
望

操
業
の
見
通
し
は
今
も
示
さ
れ
な
い

暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る

ま
ち
づ
く
り

問
 
ア
ー
ル
エ
フ
工
場
稼

働
の
要
望
は
、
５
年
８
カ

月
間
、
空
き
工
場
で
今
後

イ
ン
タ
ー
周
辺
の
大
型
商

業
施
設
開
業
や
、
雇
用
の

拡
大
で
中
心
市
街
地
活
性

化
だ
け
で
な
く
、
地
域
経

済
活
性
化
に
な
る
。

産
業
振
興
部
長
 
工
場

稼
働
は
新
た
な
雇
用
創
出

だ
け
で
な
く
商
店
等
へ
の

消
費
活
動
の
増
加
、
地
元

企
業
へ
の
受
注
発
注
取
引

等
、
地
域
経
済
全
体
の
活

性
化
に
繋
が
る
。

問
 
自
社
稼
働
が
不
可
能

な
ら
貸
工
場
や
周
辺
跡
地

は
住
宅
地
造
成
活
用
に
。

産
業
振
興
部
長
 
企
業

の
事
業
計
画
に
市
と
し
て

干
渉
は
難
し
い
。

問
 
市
で
購
入
し
て
は
。

産
業
振
興
部
長
 
厳
し

い
財
政
で
取
得
は
難
し
い
。

問
 
今
年
は
「
シ
ル
ク
時

空
を
超
え
て
」
の
上
映
を

４
回
開
催
し
、
歴
史
伝
統

文
化
に
触
れ
る
機
会
を
参

加
者
の
皆
さ
ま
と
須
坂
の

魅
力
を
共
有
し
た
。
11
月

20
日
、
小
布
施
町
前
町
長

の
市
村
良
三
氏
に
「
小
布

施
に
学
ぶ
町
づ
く
り
」
の

講
演
で
実
践
か
ら
の
貴
重

な
体
験
談
を
聞
き
、
地
域

の
魅
力
づ
く
り
の
大
切
さ

を
実
感
し
た
。

重
要
伝
建
保
存
地
区

選
定
の
進
捗
状
況
は
。

産
業
連
携
部
長
 
審
議

会
で
必
要
経
費
の
一
部
を

補
助
す
る
制
度
の
方
針
決

定
。
文
化
財
保
存
審
議
会

の
答
申
を
受
け
、
２
０
２

４
年
３
月
を
目
途
に
国
へ

選
定
申
出
予
定
。

問
 
中
心
市
街
地
商
店
応

援
事
業
の
現
状
は
。

産
業
振
興
部
長
 
県
の

公
表
し
た
商
圏
調
査
で
は
、

買
い
物
動
向
の
変
化
や
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
地
元
滞
留

率
は
減
少
。
今
後
は
、
わ

ざ
わ
ざ
店
支
援
補
助
金
や

国
の
恋
人
の
聖
地
交
付
金

で
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
情
報
発
信
を

行
う
。

企
業
の
応
援
と
観
光
Ｐ
Ｒ

問
 
市
内
企
業
開
発
の
小

水
力
発
電
を
五
味
池
破
風

高
原
へ
設
置
し
産
業
観
光

連
携
Ｐ
Ｒ
を
支
援
し
て
は
。

産
業
振
興
部
長
 
観
光

資
源
と
し
て
活
用
事
例
を

情
報
発
信
す
る
。

問
 
観
光
協
会
法
人
化
で

何
が
変
わ
る
の
か
。

産
業
振
興
部
長
 
社
会

的
信
用
が
高
ま
り
、
観
光

コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
等
で
周

遊
や
滞
在
を
促
し
観
光
消

費
額
の
増
加
を
期
待
。

米
子
大
瀑
布
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

問
 
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
内

容
と
林
道
米
子
線
開
通
は
。

産
業
振
興
部
長
 
仁
礼

会
が
主
催
、
マ
ウ
ン
テ
ン

ワ
ー
ク
ス
が
計
画
実
施
。

林
道
は
12
月
舗
装
完
成
。

通
行
再
開
は
来
春
５
月
末

日
。

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

一
般
質
問

議
決
結
果



全国より応募があった２８４点から
決定したフルーツロゴマーク

一般質問

第 172 号　2023 年 ( 令和 5 年 ) 1 月 1 日23
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

定年がどんどん延びて高
齢者が働き続ける日本社
会。定期検診は重要です
ね

西澤 えみ子 議員

フルーツロゴマークを法被や幟り旗に

今後検討していく
問
 
市
の
知
名
度
向
上
と

果
樹
ブ
ラ
ン
ド
構
築
を
目

的
に
作
成
さ
れ
た
ロ
ゴ
マ

ー
ク
の
利
用
申
請
状
況
は
。

産
業
振
興
部
長 

11
月

28
日
現
在
13
件
、
農
家
自

ら
が
販
売
す
る
果
物
の
化

粧
箱
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
に
利
用
し
た
い
と
の
申

請
が
あ
っ
た
。

女
性
農
業
者
の
活
躍
推
進

対
策

問
 
基
幹
的
農
業
従
事
者

の
約
４
割
は
女
性
だ
が
、

農
業
現
場
で
は
働
き
や
す

い
環
境
整
備
が
整
っ
て
い

な
い
状
態
。
果
樹
園
地
に

仮
設
ト
イ
レ
設
置
補
助
を
。

産
業
振
興
部
長
 
国
の

補
助
事
業
で
、
県
内
農
園

で
も
２
０
２
１
年
度
に
女

性
専
用
ト
イ
レ
や
休
憩
ス

ペ
ー
ス
を
設
置
さ
れ
た
こ

と
が
あ
っ
た
。
国
の
補
助

事
業
が
継
続
予
定
さ
れ
て

い
る
。
現
時
点
で
市
の
補

助
は
考
え
て
い
な
い
。

問
 
果
樹
園
地
周
辺
か
ら

近
い
公
共
施
設
や
公
衆
ト

イ
レ
を
案
内
す
る
マ
ッ
プ

を
作
成
す
る
考
え
は
。

市
長
 
グ
ー
グ
ル
ま
た
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア

ッ
プ
さ
れ
て
い
る
の
で
活

用
願
い
た
い
。

（
須
坂
巨
大
迷
路
攻
略

マ
ッ
プ
な
ど
）

み
ん
な
で
支
え
あ
い
健
や

か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

問
 
コ
ロ
ナ
禍
で
健
康
診

査
の
受
診
率
が
低
下
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
受

診
者
数
の
把
握
は
。

健
康
福
祉
部
長
 
２
０

１
９
年
度
は
４
１
５
０

人
、
21
年
度
は
３
５
３
４

人
が
受
診
。
コ
ロ
ナ
前
よ

り
少
し
減
少
し
て
い
る
が
、

徐
々
に
増
加
。
が
ん
検
診

に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
あ
っ
て
も
受
診
時
間
を

予
約
制
に
す
る
工
夫
を
し
、

検
診
に
よ
っ
て
は
増
加
し

て
い
る
。

問
 
が
ん
教
育
が
昨
年
か

ら
学
習
指
導
要
領
に
盛
り

込
ま
れ
、
教
科
書
を
基
に

ど
ん
な
内
容
の
授
業
を
し

て
い
る
の
か
。

教
育
長
 
小
学
校
で
は
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
を
学

ぶ
中
で
、
が
ん
予
防
に
つ

い
て
学
ぶ
。
中
学
校
で
は
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
と
喫

煙
防
止
を
か
ら
め
て
学
習

す
る
。

授
業
を
受
け
た
子
ど
も

た
ち
は
、「
が
ん
が
身
近

な
病
気
で
あ
り
、
生
活
習

慣
の
改
善
が
予
防
に
繋
が

る
」「
早
期
発
見
・
早
期

治
療
が
進
行
を
食
い
止
め

た
り
改
善
さ
せ
た
り
で
き

る
」
等
を
学
び
、
普
段
の

生
活
習
慣
に
、
適
度
な
運

動
、
適
切
な
睡
眠
時
間
を

確
保
す
る
こ
と
な
ど
自
身

の
健
康
に
対
し
て
意
識
の

改
善
が
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
。

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

一
般
質
問

議
決
結
果
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（1）ものづくり
　　　　2次用地

（2）ものづくり1次用地

（株）内田鐵工所
　工場開建設予定地
（約2.０0ha）調整池

調整池

市道幸高福島線

須坂長野東IC

市道
福島
東畑
線

市道井上小学校福島線

市道
福島
東畑
線（
新設
アク
セス
道）

市道井上小学校福島線

市
道
井
上
松
宮
中
島
線

市道
井上
九反
田電
鉄沿
線

市道
井上
駅跨
線橋
線

調整池

調整池

調整池-5
約10.44ha

約22.47ha

（株）オカムラ
　工場建設予定地
　　（約4.61ha）

①物流関連産業用地
施設用地 面積(ha)

10.44
22.47
8.56
6.61

③ものづくり産業用地
④ものづくり2次用地

②観光集客施設用地

（株）鈴木 オリオン機械（株）

物流関連産業用地

（3）物流関連産業用地

造成工事2021年6月～2022年9月

（ルートインジャパン（株）
（アークランズ　株式会社）

（イオンモール株式会社）
2024年（R6）春　開業予定

（4）観光集客施設用地

至長野市

至須坂
市街地

ラウンドアバウト
交差点として整備

2024年1月末完成予定

2023 年 ( 令和 5 年 ) 1 月 1 日　第 172 号 24

事
業
の
進
捗
状
況

（1）		

も
の
づ
く
り
2
次
用
地

①	

㈱
オ
カ
ム
ラ

・	

本
社　
神
奈
川
県
横
浜
市

・
従
業
員
数　
約
３
８
０
０
人

・	

２
０
２
１
年
売
上
高　

約
２
６
１
１

億
円

	

冷
凍
冷
蔵
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
工
場
の
建
設
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
予
定
）

・
建
築
着
工　
２
０
２
３
年
８
月

・
建
築
完
了　
２
０
２
４
年
７
月

・
工
場
稼
働　
２
０
２
４
年
11
月

②	

㈱
内
田
鐵
工
所

・
10
月
24
日
農
地
転
用
・
開
発
行
為
許
可

　

	

２
０
２
３
年
春
か
ら
夏
ご
ろ
造
成
工
事

完
了
予
定

（2）		

も
の
づ
く
り
1
次
用
地

①	

㈱
鈴
木

・	

12
月
操
業
開
始
予
定

②	

オ
リ
オ
ン
機
械
㈱

・	

２
０
２
４
年
春
建
築
工
事
完
了
・
操

業
開
始
予
定

（3）		

物
流
関
連
産
業
用
地

・	

造
成
工
事
に
つ
い
て
12
月
中
に
完
了

予
定

（4）		
観
光
集
客
施
設
用
地

・			

進
出
企
業
ご
と
、
建
築
工
事
に
つ
い
て
準

備
中

・
現
在
、
登
記
事
務
を
実
施
中

（5）		

道
路
整
備
の
状
況

・	

約
85
％
発
注
済

・
２
０
２
３
年
12
月
完
了
予
定

（	

九
反
田
町
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
周
辺
道

路
整
備
は
、
２
０
２
４
年
３
月
末
完
了

予
定
）

提
出
さ
れ
た
決
算
議
案
、
補
正
予
算
案
、
人

事
案
の
計
３
件
を
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り

議
決
し
た
。

２
０
２
１
年
度
決
算
認
定
で
は
、

歳
入
２
億
２
１
１
７
万
３
１
１
９
円
、

歳
出
２
億
１
２
１
７
万
６
０
８
９
円
、

差
引
残
額
８
９
９
万
７
１
１
０
円
が
翌
年
度
繰

越
金
と
な
っ
た
。

２
０
２
２
年
度
補
正
予
算
第
１
号
の
補
正
総

額
は
25
万
５
千
円
の
減
額
。

議
会
選
出
監
査
委
員
は
、
長
野
市
議
会
議
員

の
小
泉
一
真
氏
が
選
任
さ
れ
た
。

10
月
21
日

須
高
行
政
事
務
組
合
定
例
会

	

補
正
予
算
・
条
例
・
決
算
認
定
等
が
議
決

さ
れ
た
。

須
坂
エ
コ
パ
ー
ク
関
係

・�

８
月
23
日
、
漏
水
を
検
知
す
る
シ
ス
テ
ム
が

作
動
、
調
査
の
結
果
、
法
面
下
部
の
二
層
あ

る
シ
ー
ト
の
内
、
上
部
シ
ー
ト
に
擦
り
傷
と

３
カ
所
の
穴
が
確
認
さ
れ
た
。

・
作
業
ミ
ス
が
原
因
。
作
業
手
順
の
再
確
認

・
監
視
員
の
増
員

・�

法
面
付
近
の
作
業
時
は
、
広
域
連
合
職
員
の

立
会
い
を
す
る
こ
と
。

以
上
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
一
般
質
問
で

た
だ
し
、
再
発
防
止
策
の
確
実
な
実
行
と
併
せ

て
、
広
域
連
合
に
お
け
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

の
再
処
理
施
設
建
設
を
求
め
た
。

11
月
24
日

長
野
広
域
連
合
議
会
定
例
会

広
域
連
合
議
会
等
報
告

イ
ン
タ
ー
周
辺
等
開
発
特
別
委
員
会

12 
月
9
日

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

一
般
質
問

議
決
結
果



201９年（平成３１年）の市議会議員選挙が、市制施行
以来初めて無投票となったことを受けて特別委員会を
設置。市民アンケートを行い、市議会への関心を高
める方策などを検討しました。

202０年２月以降の新型コロナウイルス感染拡大を受
けて、給付金、ワクチン接種、商品券など経済対策、
医療体制整備、感染防止機材の配置など様 な々対策
が講じられました。

201９年１０月の令和元年東日本台風による千曲川堤
防の越水などで、３００世帯以上の住家が被災するな
ど市内各地で大きな被害を受け、市内外から多くの
支援をいただきました。

・公式のツイッターとフェイスブックで議会情報を発信
・市民団体との意見交換会を開催
・育児、看護、介護、配偶者の出産補助、産前 (６週間 )
産後 (８週間 )の理由で議会を欠席できるよう明記

・定例会のほか臨時会を適宜開催し対応策を審議
・感染予防のため議場と委員会室に換気装置やア
クリル板などを設置
・録画配信による広域議員研修会を開催

・定例会、臨時会で対応策を審議
・災害を想定し、防災委員会を初めてオンラインで開催

特別委員会を設置し、議案審議にペーパーレス会議
システムとタブレット端末を導入しました。（202２年２
月本格導入）

・オンラインで委員会に参加できるよう、条例、規則
を改正

議会だより
2021.11

vol. 66

C N E T
O T N S

白山市

スマートフォ
ンで議会の録

画中継が

見られます。

お知らせ

❷… 市議会７月
・８月会議の

概要

❹… 令和２年度
　11会計決

算を認定

❺…   一般質問に議
長を除く全2

0人が登壇

10… 総務企画　
オンライン視

察

11… 常任委員会
レポート

12…  まちづくり
に関する特別

委員会と

白山市公民館
連合会との意

見交換会

市民の声

「秋の香り」

作者／金城大
学短期大学部

美術学科　盛
もり
田
た
　若
わか
菜
な
 さん

過去最多

議会だより 2022.2
vol. 67C N E T

O T N S

白山市

スマートフォンで議会の録画中継が見られます。

お知らせ

❷…   白山市の未来へつなぐシンポジウム
❹… 市議会10月・11月会議の概要❻… 一般質問10… 特別委員会の視察ほか11… いまどき高校生、大学生が思う６のこと
 （金城大学、鶴来高校、松任高校編）12… こんなことが決まりました

「福まねく鬼」作者／金城大学短期大学部美術学科　大
おお

道
みち

　美
み

友
ゆ

 さん

ギカイを考える

 議会を目指していきます！

 平成23年度から市民の皆さんが議員と直

接意見交換ができる場として、各地区会館な

どで開催しています。

 これまでいただいた多くのご意見は委員会

で取り上げるなど、議会活動につなげてきま

した。

 会報告会Gikai

 平成31年度から未来を担う子どもたちに対して、

地域のまちづくりに関心を持ってもらうために行って

います。

 議員が小・中学校に出向き、クイズを交えながら、

分かりやすい言葉で議会の役割や

仕組みについて、説明します。

 会おでかけ教室 Gikai

 賀市議会では開かれた議会を目指し、市民との意見交換会や子どもたちに向けたおでかけ

教室などを行っています。今回の特集ではこれまでの取り組みの一部をご紹介します。

 ouTube

 賀市議会

YouTubeも随時、更新しています。

● 本会議中継

● 委員会中継

● 教えて！ 賀市議会 など　

 ャンネル登録

よろしくお願い

 します！

 賀市議会だより　 OL.65  

 賀市議会では「 賀市について議員と話し合いたい！」という

小・中学校や高校、団体の皆さんの申込をお待ちしております！

これからも市民に寄り添う 
 「届け！私たちの声」では市内の高校を特集してきました。

ご協力いただきました皆さん、ありがとうございました。

 今後は市内の中学校を取材していきますので、ご協力のほど

よろしくお願いいたします。

 平成28年度から若者の市政や議会への関心

度を高めるために行っています。

 議員が高校に出向き、高校生から提案された

テーマに沿って意見交換します。

 高校生から出た提案は、本会議などで取り上

げてきました。

高校生と意見交換会Gikai

オンライントーク Gikai

【加賀市議会事務局】TEL 0761-72-7965／FAX 0761-72-5305／E-mail gikai@city.kaga.lg.jp

ご協力のほど

よろしくお願い

いたします

 令和２年度からコロナ禍での議会への興味や

関心を高めるために、市内団体とのオンライン

による意見交換を行ってい

ます。

か

 賀市議会だより　 OL.653

 
集  

こ
れ
か
ら
も
市
民
に
寄
り
添
う

議
会
を
目
指
し
て
い
き
ま
す

市

政

を

問

う

質

問

・

答

弁

の

要

旨

 2

月

定

例

会

概

要

常

任

委

員

会
（

分

科

会

）

の

審

査

報

告

委

員

会

活

動

報

告
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教えて ! 議会のこと教えて ! 議会のこと
Vol.7

４年の任期を振り返って・・
ご協力ありがとうございました

Twitter Facebook

広報広聴委員会を常任委員会とし、議員が主体的に
活動を行っている。

議会広報誌は余白や写真・イラストをうまく使い、読
む人を惹きつける工夫がみられる。若い世代をターゲ
ットに記事をコンパクトにし、特に表紙についてはイラ
ストにすることでインパクトを持たせるなどデザインの多
様化が図られている。

石川県白山市

議会広報誌はより多くの市民に手に取ってもらえるよう、
表紙は学生を主役とした写真・特集を組んでいる。

議会の広報広聴の取り組みとして「議会だよりモニタ
ー制度」「議場ユーチューブ広報番組の配信」「議会お
でかけトーク」など、議会と市民のより活発な意見交換
の場を積極的に行っている。

石川県加賀市

広報特別委員会で先進地を視察しました
10月2

5日､26日

須坂市花と緑の
まちづくり事業

マスコットキャラクター
「かんなちゃん」

※広報特別委員会では、来年度から「市議会報だよりモニター」制度を導入予定です。

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

一
般
質
問

議
決
結
果



文芸協のご協力により議場が華やかに

編

集

後

記

編

集

後

記
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早
い
も
の
で
、
あ
っ

と
い
う
間
の
４
年
間
で

し
た
。
２
月
10
日
で
任

期
が
終
わ
り
ま
す
。

こ
の
４
年
間
は
、
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
台
風
19
号
災
害
の
復

旧
・
復
興
と
、
そ
の
途
上

で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
。
災
害

か
ら
市
民
の
命
と
健
康
、

暮
ら
し
を
守
る
議
案
が

多
く
提
案
さ
れ
、
そ
の

審
査
・
議
決
が
中
心
と

な
っ
た
市
議
会
で
し
た
。

市
民
の
皆
様
方
に
、

市
議
会
の
活
動
に
興
味

を
持
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
任
期
後
半
の
２
年

間
、
広
報
特
別
委
員
会

と
し
て
、「
こ
ん
に
ち

は
須
坂
市
議
会
で
す
」

の
発
行
に
力
を
注
い
で

き
ま
し
た
。

今
後
委
員
会
構
成
も

変
わ
り
ま
す
が
、
一
層
興

味
を
持
っ
て
読
ん
で
い

た
だ
け
る
広
報
誌
発
行

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

（
竹
内
）

市
議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長 

竹
内 

勉

副
委
員
長 

岡
田
宗
之

委

員 

牧 

重
信

 

荒
井
一
彦

 

宮
本
泰
也

 

酒
井
和
裕

 

宮
坂
成
一

須
坂
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 
http://w

w
w
.city.suzaka.nagano.jp/

こ
の
印
刷
物
は
環
境
に
配
慮
し
て
、
再
生
紙
、
大
豆
油
イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

無
断
転
用
禁
止

議
会
E-m
ail 

s-gikaijim
ukyoku@

city.suzaka.nagano.jp
印
刷
 
共
和
紙
器
印
刷
株
式
会
社

印
刷
部
数
 
19800

部
（
印
刷
経
費
１
部
あ
た
り
約
40
円
）

電
話
	026-245-1400

〒
382-8511

長
野
県
須
坂
市
大
字
須
坂
1528

－
1

（
議
会
事
務
局
専
用
	026-248-9014）

須坂市議会事務局

「こんにちは須坂市議会です」への

ご意見・ご感想は下記へ

E-mail：s-gikaijimukyoku@city.suzaka.nagano.jp

須
坂
市
議
会
Ｈ
Ｐ

電話：026-248-9014
FAX：026-248-3365

録
画
中
継

・
始めました

議会の予定や結果などを
お知らせしています。

月日・曜日 開議時刻 摘 要

2 月 28日（火） 10:00 開会

3 月 6日（月）〜 9日（木） 9:30 代表質問・一般質問

10日（金）〜20日（月）
（土・日は休会）

9:00
(15·16日は 

13:00)

予算決算特別委員会
（分科会）
常任委員会審査

22日（水） 14:00 予算決算特別委員会

24日（金） 14:00 閉会

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、傍聴される方は備え付けの
アルコール消毒液での手指の消毒・マスクの着用にご協力をお願いします。

令和５年 会期日程（予定）3月定例会

一般質問の通告要旨は3月3日以降、地域公民館等に配置します。
なお、上記日程は都合により変更する場合があります。
※託児・手話サービスがあります。（事前に議会事務局まで連絡願います）

スマホなどで市議会報スマホなどで市議会報

「こんにちは須坂市議会です」をご覧いただけます「こんにちは須坂市議会です」をご覧いただけます

マチイロダウンロードページはこちらから

App Store または Google Play からダウンロード

■■■ 令和 4 年 12 月定例会本会議をインターネットで録画配信中 ご覧ください ▶︎▶︎▶︎▶︎▶︎▶︎

市民の声市民の声 ２月５日 (日 )は市議会議員選挙です！
「新しい市議会議員に望むことは？」

丸山弘志さん（南原町）
  町の役員をやって８年になります。コロナウイルス感
染増加や参加人数の減少でほとんどの行事ができず残
念でした。子どもたちと育成会で話し合いも行ってみた
かったです。収束は未だ見えませんが、子どもたちには
沢山の経験をしてほしいと思っています。Withコロナに
よる柔軟な対応で、いろいろな施策をお願いします。

市川雅美さん親子（立町）
  日々市民のために活動ありがとうございます。願わくば
歩道の整備、歩行者のための除雪を考えてほしいです。須
坂は歩道のない細い道も多々あり、四季を通して、子ど
もやお年寄りの安全が守られる道路整備をお願いします。
　また、コロナ禍においては飲食業等、経済的なあお
りを受けている業種の経済回復に乗じた策を、須坂市
なりに考えていただきたいです。
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